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　【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記＊

　　　　＊【4】の［1］参照

［1］ヴィサーカーの誕生と家系＊：DhA.（vol.Ⅰ　p.384,ll.13~p.385,l.5）；AN.-A.（vol.
Ⅰ　　p.405,ll.8~19）

　　　＊【4】の［10-10］参照

D ‘yathApi puppharAsimhA’ （ 1 ）  ti imaM dhammadesanaM satthA sAvatthiyaM 

upanissAya pubbArAme viharanto visAkhaM upAsikaM Arabbha kathesi.

　 sA kira aGgaraTThe(2) bhaddiyanagare(3) meNDakaseTThiputtassa dhanaJjayaseTThino 

aggamahesiyA sumanAdeviyA kucchismiM nibbatti,　
（1）底本は pupparAsimhAとするが、Dhammapada V.53 によって訂正した。

　　「花の集積から〔花環が作られる〕ように」〔ではじまる〕この説法（1）を、尊師は舎

衛城の近くの東園に住しておられた時に、ヴィサーカー優婆夷に関して説かれた。

　　伝え聞くところでは、彼女（ヴィサーカー）はアンガ国（2）のバッディヤ市（3）におい

て、メンダカ長者（4）の息子ダナンジャヤ長者（5）の第一夫人スマナー・デーヴィーの胎

内に生を結んだ。

（1）この偈は『法句経』（大正 04　p.563 中）、『法句譬喩経』（大正 04　p.585 下）、

『法集要頌経』（大正 04　p.786 上）と、UdAnavarga V.18、GAndhArI Dhammapada 
V.293 に相当する。

（2）マガダ国の東隣にあった国で、十六大国の一つ。釈尊時代にはマガダの属国になっていた

ものと考えられる。アンガ国を仏在処・説処にする原始聖典には次のようなものがある。

DN.004 soNadaNDa-s.（vol.Ⅰ　p.111）、『長阿含』022「種徳経」（大正 01　p.028 上）、
『長阿含』010「十上経」（大正 01　p.052 下）、MN.039 mahA assapura-s.（vol.Ⅰ　
p.271）、『中阿含』182「馬邑経」巻上（大正 01　p.724 下）、MN.040 cUla assapura-s.
（vol.Ⅰ　p.281）、『中阿含』183「馬邑経」巻下（大正 01　p.725 下）、『中阿含』192
「加樓烏陀夷経」（大正 01　p.740 下）、『中阿含』081「念身経」（大正01　p.554下）、

SN.048-050（vol.Ⅴ　p.225）、『増一阿含』049-008（大正 02　p.801 下）
（3）バッディヤを仏在処・説処とする原始聖典には次のようなものがある。AN.005-004-033
（vol.Ⅲ　p.036）、Vinaya「皮革　度」（vol.Ⅰ　p.189）、『四分律』「皮革　度」（大正
22　p.847 中）、Vinaya「皮革　度」（vol.Ⅰ　p.190）、Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　
p.240）、『四分律』「薬　度」（大正 22　p.872 中）、『五分律』「薬法、食法」（大正

22　p.150 中）、『十誦律』「医薬法」（大正 23　p.191 上）、『五分律』「食法」（大

正 22　p.151 中）

（4）メンダカ長者の名前が上がる原始聖典には次のものがある。『増一阿含』006-001（大正

02　p.559下）、AN.006-012-120（vol.Ⅲ　p.451）、Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　p.240）、
『四分律』「薬　度」（大正 22　p.872 中）、『五分律』「薬法、食法」（大正 22　

p.150 中）、『十誦律』「医薬法」（大正 23　p.191 上）

（5）ダナンジャヤ長者およびスマナーデーヴィーという名が上がる原始聖典はない。

A tatrAyaM saMghadAsI ekaM buddhantaraM devamanussesu saMsaritvA imasmiM 

buddhuppAde aGgaraTThe bhaddiyanagare meNDakaseTThiputtassa dhanaJjayaseTThino 

aggamahesiyA sumanAdeviyA nAma kucchismiM nibbatti. visAkhA ti FssA nAmaM 

【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記



akaMsu.　

　（ヴィサーカーの前生であるカッサパ仏時代のサンガダーシーの記事に続けて）そこで

サンガダーシーは一無仏時代を天界と人間界にだけ輪生しながら〔過ごして〕、今の仏

（釈尊）が出現した時に、アンガ国のバッディヤ市において、メンダカ長者の息子ダナン

ジャヤ長者の、スマナー・デーヴィーという名の第一夫人の胎内に生を結んだ。人々は彼

女にヴィサーカーという名を付けた。

D tassA sattavassikakAle satthA selabrAhmaNAdInaM bodhaneyyabandhavAnaM upani- 

ssayasampattiM disvA mahAbhikkhusaGghaparivAro cArikaM caramAno taM nagaraM 

pApuNi.　

　ヴィサーカーが 7歳の時に、尊師はセーラ・バラモン（1）などの覚るべき者（2）らに機

根の成就を見て、大比丘サンガを従えて遊行し、その都市に至られた。

（1）セーラ・バラモンはMN. 092 Sela-s.（vol.Ⅱ　　p.146）、SuttanipAta 003-007（p.102）
によれば、AGguttarApaの ApaNaにおいてケーニヤ（KeNiya）結髪梵志が釈尊を食事に招

いた際に出家した。ApaNaと Bhaddiyanagaraは近くにあったと解される。
（2）「覚るべき者」‘bodhaneyyabandhava’とは「覚るべき親族」が直訳であるが、ここで

「親族」（bandhava）はブッダの親族、仲間の意である。「覚る能力を具えた〔ブッダの〕
親族」。

A tassA sattavassikakAle dasabalo selabrAhmaNassa ca aJJesaJ ca bodhaneyya- 

bandhavAnaM upanissayasampattiM disvA mahAbhikkhusaMghaparivAro cArikaM 

caramAno tasmiM raTThe taM nagaraM sampApuNi.　

　ヴィサーカーが７歳の時に、十力者はセーラ・バラモンとその他の覚るべき者らに機根

の成就を見て、大比丘サンガを従えて遊行し、その国のその都市に至られた。

D A tasmiJ(1) ca samaye meNDako gahapati tasmiM nagare paJcannaM 

mahApuJJAnaM [385] jeTThako hutvA seTThiTThAnaM karoti. paJca mahApuJJA nAma 

meNDako seTThI candapadumA nAma tassF eva jeTThakabhariyA(2), tassF eva 

jeTThakaputto(3) dhanaJjayo nAma, tassa bhariyA sumanAdevI nAma, meNDakaseTThissa 

dAso puNNo nAmA ti.　
（1）tasmiJ.AN.-A.は tasmiMとする。

（2）jeTThakabhariyA.AN.-A.は aggamahesIとする。

（3）jeTThakaputto.AN.-A.は puttoとする。

　その時、メンダカ長者は、その都市に住む５人の大功徳ある人々の中で最年長になり、

長者の位に就いていた。５人の大功徳ある人々とは、メンダカ長者、その第一夫人のチャ

ンダパドゥマー、メンダカ長者の長子ダナンジャヤ、その妻のスマナー・デーヴィー、メ

ンダカ長者の下僕プンナであった。

［2］ビンビサーラ王国における５人の長者：DhA.（vol.Ⅰ　p.385, ll.5~8）；AN.-A.
（vol.Ⅰ　p.405,ll.19~22)
D A na kevalaJ ca meNDakaseTThI eva(1), bimbisAraraJJo pana vijite(2) paJca 

amitabhogA nAma ahesuM, jotiyo, jaTilo, meNDako, puNNako, kAkavaliyo ti.　
（1）na kevalaJ ca meNDakaseTThI eva.AN.-A.は na kevalaM meNDakaseTThi yevaとする。
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（2）bimbisAraraJJo pana vijite.AN.-A.は bimbisAramahArAjassa pana ANApavattiTThAneとす

る。

　　メンダカ長者だけではなく、ビンビサーラの領土には５人の無尽の財産をもつ者があり、

ジョーティヤ、ジャティラ、メンダカ、プンナカ、カーカヴァリヤが無尽の財産を有して

いた。

［3］ヴィサーカーが７歳の時に預流果を得る：DhA.（vol.Ⅰ　p.385,ll.8~24）；AN.-A.
（vol.Ⅰ　p.405,l.22~p.406,l.18）
DAtesu ayaM meNDakaseTThI dasabalassa attano nagaraM sampattabhAvaM JatvA(1) 

puttassa dhanaJjayaseTThino dhItaraM visAkhaM dArikaM pakkosApetvA(2) Aha: “amma 

tuyham pi maGgalaM, amhAkaM pi maGgalaM, tava parivArehi(3) paJcahi dArikAsatehi 

saddhiM paJca rathasatAni Aruyha paJcahi dAsisatehi(4) parivutA dasabalassa 

paccuggamanaM karohI” ti. sA “sAdhU” ti paTissuNitvA tathA akAsi(5). kAraNAkAraNesu 
pana kusalattA yAvatikA yAnassa bhUmi yAnena gantvA yAnA paccorohitvA pattikA va 

satthAraM upasaGkamitvA vanditvA ekamantaM aTThAsi. athF assA cariyAvasena(6) 

satthA dhammaM desesi, sA desanAvasAne(7). paJcahi dArikAsatehi saddhiM 

sotApattiphale patiTThahi(8).　
（1）JatvA. AN.-A.は sutvAとする。

（2）AN.-A.は Ahaの前に evamを挿入する。

（3）parivArehi.AN.-A.は parivArikAhiとする。

（4）dAsisatehi.AN.-A.は dAsikAsatehiとする。

（5）AN.-A.は sA pitAmahassa vacanaM sutvA tathA akAsi（ヴィサーカーは祖父の言葉を聞い

て、そのようにした）とする。

（6）cariyAvasena.AN.-A.は caritavasenaとする。

（7）sA desanAvasAne. AN.-A.は desanApariyosAneとする。

（8）patiTThahi.AN.-A.は patiTThasiとする。

　その無尽の財産を持つ者の中で、このメンダカ長者が十力者の自分の都に到着されたこ

とを知り、息子ダナンジャヤ長者の娘であるヴィサーカーという少女を呼んで「孫娘よ、

お前にも吉祥があろう。私にも吉祥があろう。お前は、お前の取り巻きの500人の少女

とともに500台の車に乗り、500人の下女（dAsI）を従えて、十力者をお出迎えしなさい」

と言った。ヴィサーカーは「分かりました」と返事をし、そのようにした。しかも、なす

べきこととなすべからざることをよくわきまえていたので、車で行けるところまでは車で

行き、車から降りて、徒歩で尊師に近づき、礼拝し、一方に立った。そこで、ヴィサーカー

の性行に合わせて（1）、尊師は法を説示した。説法が終わった時に、彼女は500人の少女

とともに預流果に達した。

（1）cariyAvasena(DhA.),caritavasena（AN.-A.）caritaは「性格」「気質」（pakati）の意味

がある。浪花宣明『サーラサンガハの研究』平楽寺書店、1998 年、p.233

D meNDakaseTThI pi kho satthAraM upasaGkamitvA dhammakathaM sutvA 

sotApattiphale patiTThAya svAtanAya nimantetvA punadivase attano nivesane paNItena 

khAdanIyena bhojanIyena buddhapamukhaM bhikkhusaGghaM parivisitvA etenF eva 
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upAyena aDDhamAsaM mahAdAnaM adAsi. satthA bhaddiyanagare yathAbhirantaM 

viharitvA pakkAmi.　

　メンダカ長者も尊師に近づき、説法を聞き、預流果に達し、翌日の食事に招き、あくる

日に自身の家において硬軟の美食をもって、仏陀を上首とする比丘サンガに給仕し、その

ようにして半月にわたって大布施を施した。尊師はバッディヤ市において、心のおもむく

まま滞在された後、去られた。

A meNDakaseTThi pi kho satthu santikaM gantvA satthAraM vanditvA ekamantaM 

nisIdi. satthA pi tassa caritavasena dhammaM desesi. so desanApariyosane 

sotApattiphale patiTThAya satthAraM svAtanAya nimantetvA punadivase attano 

nivesane paNItena khAdaniyena bhojaniyena buddhapamukhaM bhikkhusaGghaM 

parivisitvA etenF eva upAyena aDDhamAsaM mahAdAnaM adAsi. satthA bhaddiyanagare 

yathAbhirantaM viharitvA pakkAmi. 

　 ito paraM aJJaM kathAmaggaM vissajjetvA visAkhAya upapattikathA va 

kathetabbA.

　メンダカ長者も尊師のもとに行き、尊師に礼拝し、一方に坐った。尊師も彼の性行に合

わせて、法を説示した。彼は説法が終わった時に預流果に達し、尊師を翌日の食事に招き、

あくる日、自身の家において硬軟の美食をもって、仏陀を上首とする比丘サンガに給仕し、

そのようにして半月にわたって大布施を施した。尊師はバッディヤ市において、心のおも

むくまま滞在された後、去られた。

　ここより、他の物語の筋道をはぶいて、ヴィサーカーの誕生物語だけを語ろう。

［4］パセーナディ王がビンビサーラ王に一人の長者を求める：DhA.（vol.Ⅰ　p.385,l.26~
p.386,l.9）；AN.-A.（vol.Ⅰ　p.407,ll.19~21)
D tena kho pana samayena bimbisAro ca pasenadikosalo ca aJJamaJJaM 

bhaginIpatikA honti. athF ekadivasaM [386] kosalarAjA cintesi: “bimbisArassa vijite 

paJca amitabhogA vasanti, mayhaM vijite eko pi tAdiso natthi, yannUnAhaM 

bimbisArassa santikaM gantvA ekaM mahApuJJaM yAceyyan” ti. so tattha gantvA 

raJJA katapaTisanthAro ‘kiM kAraNA Agato FsI” ti puTTho, ‘“tumhAkaM vijite paJca 

amitabhogA mahApuJJA vasanti, tato ekaM gahetvA gamissAmI ti Agato Fmhi, tesu 

me ekaM dethA” ti Aha. ‘mahAkulAni amhehi cAletuM na sakkA” ti Aha. ‘ahaM 

aladdhA na gamissAmI” ti Aha.　‘’
　　その時、ビンビサーラ王とコーサラ国のパセーナディ王は互いに妹の夫であった。ある

日コーサラ王は「ビンビサーラの領土には無尽の財産をもつ者が５人住んでいるが、私の

領土には一人もそのような者がいない。私はビンビサーラ王のもとに行き、大功徳の人を

一人求めよう」と考えた。彼はそこに行き、〔ビンビサーラ〕王に歓迎され、「どうして

あなたはやってこられたのでしょうか」と問われ、「あなたの領土には、５人の無尽の財

産をもつ者と大功徳ある人が住んでいますので、その中から一人を連れて行きたいと〔考

えて〕やってきました。そのような方々の中から一人を私にください」と答えた。〔ビン
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ビサーラ王が〕「諸大家を私が移動させることはできません」と言うと、パセーナディ王

は〕「私は得られなければ、帰りません」と言った。

A sAvatthiyaM kosalarAjA bimbisArassa santikaM pesesi: “mama ANApavattiTThAne 

amitabhogavindanakulaM nAma nF atthi, amhAkaM ekaM amitabhogavindanakulaM 

pesetU” ti.　
　　舎衛城に住むコーサラ王はビンビサーラのもとに使いを派遣して、「私の領土には、無

尽の財産をもつ家族が全くおりません。私のもとに無尽の財産をもつ家族を一つ派遣して

ください」と〔伝えた〕。

［5］ビンビサーラ王はダナンジャヤ長者を派遣する：DhA.（vol.Ⅰ　p.386,ll.9~19）；
AN.-A.（vol.Ⅰ　p.406,ll.22~25)
D rAjA amaccehi saddhiM mantetvA “jotiya-AdInaM mahAkulAnaM cAlanaM nAma 

pathaviyA cAlanasadisaM meNDakamahAseTThissa putto dhanaJjayaseTThI nAma　atthi, 

tena saddhiM mantetvA va paTivacanaM te dassAmI” ti vatvA pakkosApetvA, “tAta, 
kosalarAjA ‘ekaM dhanaseTThiM gahetvA va gamissAmI’ ti vadati, tvaM tena saddhiM 

gacchA” ti. “tumhesu pahiNantesu gamissAmi devA” ti. “tena hi parivacchaM katvA 

gaccha tAtA” ti. so attano kattabbayuttaM akAsi; rAjApi Fssa mahantaM sakkAraM 

katvA, “imaM AdAya gacchathA” ti pasenadirAjAnaM uyyojesi.　

　　〔ビンビサーラ〕王は大臣らと話し合い、「ジョーティヤなどの大家を移動させること

は、大地を動かすにも等しいことなのです。メンダカ大長者には息子のダナンジャヤ長者

がおります。彼と話し合ってから、あなたにお返事しましょう」と言って、〔ダナンジャ

ヤ長者を〕召喚させ、「きみ、コーサラ王が『財産のある長者を一人連れて行きたい』と

言うのです。あなたはコーサラ国王とともに行ってください」と〔言った。ダナンジャヤ

長者は〕「王よ、陛下が私を遣わすならば、参りましょう」と〔言った。ビンビサーラ王

は〕「きみ、そうであるならば、準備をして行ってください」と〔言った〕。ダナンジャ

ヤは自分のなすべきことをなした。〔ビンビサーラ〕王もダナンジャヤ長者を大いに敬い、

「この長者を連れて行ってください」と言って、パセーナディ王を見送った。

ArAjA amaccehi saddhiM mantesi. amaccA “mahAkulaM pesetuM na sakkA, ekaM pana 

seTThiputtaM pesessAmA” ti. meNDakaseTThino puttaM dhanaJjayaseTThiM ArocayiMsu. 

rAjA tesaM vacanaM sutvA taM pesesi.　

　　〔ビンビサーラ〕王は大臣らと話し合った。大臣らは「大家を派遣することはできませ

んが、しかし、長者の息子を一人派遣しましょう」と（言って）、メンダカ大長者の息子

のダナンジャヤ長者に言及した。〔ビンビサーラ〕王は大臣らの言葉を聞いて、ダナンジャ

ヤ長者を派遣した。

［6］サーケータ市を創設：DhA.（vol.Ⅰ　 p.386,l.19~p.387,l.6）；AN.-A.（vol.Ⅰ　 
p.406,ll.25~27)

D so taM AdAya sAvatthiyaM ekarattivAsena gacchanto ekaM phAsukaTThAnaM patvA 
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nivAsaM gaNhi. atha naM dhanaJjayaseTThI pucchi: “idaM kassa vijitan” ti. “mayhaM 

seTThI” ti. “kIva dUro ito [387] sAvatthI” ti. “sattayojanamatthake” ti. “antonagaraM 

sambAdhaM amhAkaM parijano mahanto, sace rocetha idhF eva vaseyyAma devA” ti. 
rAjA “sAdhU” ti sampaTicchitvA tasmiM ThAne nagaraM mApetvA tassa datvA agamAsi. 

tasmiM padese sAyaM vasanaTThAnassa gahitattA nagarassa sAketaM tF eva nAmaM 

ahosi.　

　　パセーナディ王はダナンジャヤを連れ、途中一泊の予定で舎衛城に向い、ある安楽な場

所に至り、〔そこで〕宿泊した。その時、ダナンジャヤ長者が王に「ここは、どなたの領

土でしょうか？」と問い、〔パセーナディ王は〕「長者よ、私の〔領土〕である」と〔答

えた〕。〔ダナンジャヤは〕「舎衛城はここからどれほどの距離でしょうか？」と〔訊

ね、パセーナディ王は〕「７ヨージャナほどである」と〔答えた〕。〔ダナンジャヤは〕

「王よ、城内は込み合い、私の従者は大勢です。もし同意してくださるのなら、私はここ

に住みましょう」と〔言った〕。王は「よろしい」と同意し、その場所に都を築かせ、ダ

ナンジャヤに与えてから、去った。その場所において、晩に（sAyaM）、居住地とされた

ことから、その都が「サーケータ」という名になった（1）。

（1）ここには‘sAyaM’と関連付ける‘SAketa’の通俗語源解釈が見られるが、北伝には別の

通俗語源解釈が見られる。マーンダートリが即位する際に、都が‘svayam AgataM’「自

ずと到来した」ことを由来とするものである（DivyAvadAna ed. by Cowell, p.210）。こ
のことから『根本有部律』（大正 24　p.052 上）では SAketa は「自来城」と訳されてい

る。

A atha naM kosalarAjA sAvatthino sattayojanamatthake sAketanagare seTThiTThAnaM 

datvA vAsesi.　

　　その時コーサラ王は、ダナンジャヤ長者を、舎衛城から7ヨージャナの距離にあるサー

ケータ市に、長者の地位を与えて住まわせた。

［7］プンナヴァッダナ・クマーラが花嫁に課した条件の「５つの美点」：DhA.（vol.Ⅰ　
p.387,l.6~p.388,l.5）；AN.-A.（vol.Ⅰ　p.406,ll.27~28)
DsAvatthiyam pi kho migAraseTThino putto puNNavaDDhanakumAro nAma vayappatto 

ahosi. atha naM mAtApitaro vadiMsu: “tAta, tava ruccanaTThAne ekaM dArikaM 

upadhArehI” ti. “mayhaM evarUpAya jaTAya kiccaM n atthI” ti. “putta mA evaM kari, 

kulaM nAma aputtakaM na tiTThatI” ti. so punappuna vuccamAno “tena hi paJca 

kalyANehi samannAgataM dArikaM labhamAno tumhAkaM vacanaM karissAmI” ti Aha. 
“kAni panF etAni paJca kalyANAni nAma, tAtA” ti. “kesakalyANaM maMsakalyANaM 

aTThikalyANaM chavikalyANaM vayakalyANan” ti.　
　　舎衛城においても、ミガーラ長者の息子でプンナヴァッダナ・クマーラというものが成

人していた。そこで父母は彼に「息子よ、少女を一人妻に迎えなさい」と言った。〔プン

ナヴァッダナが〕「私にそのような束縛の義務はありません」と〔言ったので、父母は〕

「息子よ、そのようにふるまってはならない。家というものは子がなくては立ち行かない

のだ」と〔言った〕。彼は繰り返し〔父母に〕言われて、「そういうことでしたら、私が

【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記



５つの美点を具えた少女を得る〔場合に限り〕、お父さんとお母さんのおっしゃるとおり

にしましょう」と言った。〔父母は〕「息子よ、その５つの美点とはいったい何だね？」

と〔訊ねると、プンナヴァッダナは〕「髪が美しいこと、肉が美しいこと、骨が美しいこ

と、肌が美しいこと、若々しいこと〔の５つです〕」と〔答えた〕。

D mahApuJJAya hi itthiyA kesA morakalApasadisA hutvA muJcitvA vissaTThA 

nivAsanantaM(1) paharitvA nivattitvA uddhaggA tiTThanti, idaM kesakalyANaM nAma; 

dantAvaraNaM bimbaphalasadisaM vaNNasampannaM samaM suphassitaM hoti, idaM 

maMsakalyANaM nAma; dantA sukkA samA avivarA ussApetvA Thapitavajirapanti viya 

samacchinnaM saGkhapattaM viya ca sobhanti, idaM aTThikalyANaM nAma; kAliyA 

vaNNakAdIhi avilitto [388] eva chavivaNNo siniddho nIluppaladAmasadiso hoti, odAtAya 

ca(2) kaNikArapupphadAmasadiso hoti, idaM chavikalyANaM nAma; dasakkhattuM vijAtA 

pi kho pana sakiM vijAtA viya avigatayobbanA yeva hoti, idaM vayakalyANaM nAma 

hoti.　
（1）nivAsanantaM. 底本の nivAsantaMを異読により訂正する。

（2）ビルマ版にもとづいて caを挿入する。

　　なんとなれば、大功徳ある女性の髪の毛は、まるで孔雀の尾のようで、ほどいて垂らせ

ば裳裾を打ってから跳ね返り、毛先が上にカールしたままになる。これが「髪の美しいこ

と」である。くちびるが、ビンバ樹の果実のような容色を具え、傾かず、触り心地がよい。

これが「肉が美しいこと」である。歯が白く、等しく生え揃って隙間がなく、上に掲げて

並べたダイヤモンドの列、均等に切られた真珠母のように美しい。これが「骨が美しいこ

と」である。色黒の女性では、塗油などを塗らずとも（1）肌の色が瑞々しいこと青蓮華の

花環のようであり、そして色白の女性では、〔肌の色が〕カニカーラ花の花環のように

〔白い〕。これが「肌が美しいこと」である。10回もの出産を経験した女でも１回だけ

出産を経験した女のように若さが消えない。これが「若々しいこと」である。

（1）kALiyA-vaNNakAdIhi avilitto evaと読めば「白檀や塗油などを塗らずとも」となる。英訳

者（Eugene Watson Burlingame）もそのように読んでいるし、Margaret Cone, A 
Dictionary of PAli（PTS, 2001）の‘kALiya’の項でも同様に理解されている。しかしこ

のように解すると、つづく‘odAtAya’（odAta‘白い’の女性形、属格）が合理的に理解

できなくなる。よって訳文のように解した。

AsAvatthiyaJ ca migAraseTThino putto puNNavaDDhanakumAro nAma vayappatto hoti.

　

　　舎衛城において、ミガーラ長者のプンナヴァッダナ・クマーラという息子が成人した（1）。

（1）AN.-A.には、プンナヴァッダナが花嫁に課した条件の「５つの美点」の内容に相当する文
章は見られない。

［8］ミガーラ長者が５つの美点を具える少女を求めて８人のバラモンを派遣する：DhA.
（vol.Ⅰ　p.388,ll.5~12）；AN.-A.（vol.Ⅰ　p.407,ll.1~3)
DathF assa mAtApitaro aTThuttarasatabrAhmaNe nimantetvA bhojetvA, “paJcakalyANa- 
samannAgatA itthiyo nAma hontI” ti pucchiMsu. “Ama, hontI” ti. “tena hi evarUpaM 
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dArikaM pariyesituM aTTha janA gacchantU” ti bahudhanaM datvA “AgatakAle vo 

kAtabbaM jAnissAma, gacchatha, evarUpaM dArikaM pariyesatha diTThakAle ca imaM 

pilandheyyAthA” ti satasahassagghaNikaM suvaNNamAlaM datvA uyyojesuM.　

　　そこで、プンナヴァッダナの父母は 108人のバラモンを招待し、食事をふるまってか

ら「５つの美点を具えた女性なんているものですか？」と訊ねた。〔バラモンらが〕

「はい、います」と〔答えると、父母は〕「そういうことでしたら、８人の方にそのよう

な女性を求めに行っていただきたい」と〔言って〕、大金を与えて「あなたたちが戻って

きた時にあなた方になすべきことは分かっています（それなりのお礼をします）。行って

ください。そのような少女を探してください。そして、見つかった時に、その少女をこれ

で飾ってあげてください」と、10万金にも相当する黄金の花輪を託して派遣した。

AathF assa pitA “putto me vayappatto, gharAvAsenF assa Abandhanasamayo” ti JatvA 
“amhAkaM samAnajAtike kule dArikaM pariyesathA” ti kAraNAkAraNakusale purise 

pesesi.　

　　その時、プンナヴァッダナの父親が「私の息子は成人した。家に住むことによって息子

を結びつける時だ」と知り、「我々と同じ身分の家系から少女を探しなさい」と〔言って〕、

なすべきこととなすべからざることをよくわきまえた人々を派遣した。

［9］５つの美点を具えるヴィサーカーの発見：DhA.（vol.Ⅰ　p.388,l.12~p.391,l.16）；
AN.-A.（vol.Ⅰ　p.407,l.4~p.408,l.19）
D te mahantamahantAni nagarAni gantvA pariyesamAnA paJcakalyANasamannAgataM 

dArikaM adisvA nivattitvA AgacchantA vivaTanakkhattadivase sAketaM anuppattA, 

“ajja amhAkaM kammaM nipphajjissatI” ti cintayiMsu. tasmiM pana nagare 

anusaMvaccharaM vivaTanakkhattaM nAma hoti, tadA bahi anikkhamanakulAni pi 

parivArena saddhiM gehA nikkhamitvA appaTicchannena sarIrena padasA va nadItIraM 

gacchanti. tasmiM divase khattiyamahAsAlAdInaM puttA pi “attano samAnajAtikaM 

manApaM kuladArikaM disvA, mAlAguLena parikkhipissAmA” ti taM taM maggaM 

nissAya tiTThanti.　

　　バラモンたちはありとあらゆる大都市に行って探したが、５つの美点を具えた少女を見

つけられずに戻り、帰りの途中、「露星祭」（vivaTanakkhatta）（1）の日に、サーケー

タ市に着き、「今日、私たちの仕事が完了するだろう」と考えた。その都では、毎年、露

星祭があり、その際には、普段外出しない多くの家族さえも、従者ともども家から出て、

身を隠さずに、徒歩で河岸に赴くことになっていた。その日、大家のクシャトリヤなどの

息子も「自身と同じ生まれのかわいい良家の女の子を見つけたら花束をなげかけようと、

そこかしこの道端に立つことになっていた。

（1）言及が他所にないため詳細は不明。‘vivaTa’（露な）＋‘nakkhatta’（星宿、星）

D te pi brAhmaNA nadItIre ekaM sAlaM pavisitvA aTThaMsu. tasmiM khaNe visAkhA 

paNNarasasoLasavassuddesikA hutvA sabbAbharaNapaTimaNDitA paJcahi kumArisatehi 

parivutA nadiM gantvA “nahAyissAmI” ti taM padesaM pattA. atha kho [389] megho 
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uTThahitvA pAvassi. paJcasatA kumAriyo vegena gantvA sAlaM pavisiMsu.　

　　そのバラモンたちもまた、河岸にある小屋に入っていた。その時、ヴィサーカーは

15,6歳で、ありとあらゆる装飾品で飾られ、500人の少女（kumArI）に囲まれて河に行

き、「沐浴しましょう」と、その〔バラモンらがいる〕場所に至った。その時雲がわき上

がり、雨を降らせた。500人の少女は急いで行って（走って）小屋に入った。

D brAhmaNA olokentA(1) tAsu ekam pi paJcakalyANasamannAgataM na passiMsu. 

visAkhA pakatigamanenF eva sAlaM pAvisi, vatthAbharaNAni temiMsu. brAhmaNA tassA 

cattAri kalyANAni disvA dante passitukAmA, “alasajAtikA amhAkaM dhItA, etissA sAmiko 

kaJjikamattam pi na labhissati maJJe” ti aJJamaJJaM kathayiMsu. atha ne visAkhA 

Aha: “kiM vadetha tumhe” ti. “taM kathema, ammA” ti. madhuro kira tassA saddo 

kaMsatAlasaro viya niccharati. atha ne puna madhurasaddena “kiMkAraNA kathethA” 
ti pucchi.　

（1）olokentA. 底本の olokentoを異読によって訂正する。

　　それを見ていたバラモンらは、その少女らの中に５つの美点を具えた少女をひとりも見

つけられなかった。ヴィサーカーは自然な足取りで小屋に入ったので、〔彼女の〕衣服と

装飾品は濡れてしまった。バラモンらは、彼女に４つの美点を見出して、歯を見たいと思

い、「我らが娘は生まれつき怠惰で、この娘の夫はきっと酸っぱい粥すら得られないだろ

う」と互いに語り合った。その時、ヴィサーカーは彼らに「あなた方は何を話しているの

ですか？」と言った。〔バラモンらは〕「娘さん、あなたのことを話しているのですよ」

と〔答えた〕──伝え聞くところでは彼女の声は甘く、まるでシンバルの音ように響いた

そうだ──それからヴィサーカーは、また甘い声で「何故〔そのように〕言うのですか？」

と訊ねた。

D “tava parivAritthiyo vatthAlaGkAre atemetvA vegena sAlaM paviTThA, tuyhaM 

ettakaM ThAnaM vegena gamanamattam pi n atthi, vatthAbharaNe temetvA AgatAsI 

ti taFmA kathemA” ti. “tAtA, mA evaM vadetha, ahaM etAhi balavatarA. kAraNaM pana 

sallakkhetvA javena n Agata FmhI” ti. “kiM, ammA” ti. “tAtA, cattAro janA javamAnA 

na sobhanti, aparam pi kAraNaM atthI” ti. “katame cattAro janA javamAnA na 

sobhanti ammA” ti.　
　　〔バラモンらが〕「あなたの侍女たちは衣服や装飾品を濡らさずに急いで小屋に入った

のに、あなたはほんの少しも全く急ぐことなく、衣服と装飾品を濡らしてやってきた、と

あなたのことを語り合っているのですよ、娘さん」と〔言うと、ヴィサーカーは〕「みな

さん、そんなふうに言わないでください。私はこの少女たちより力もちですが、理由を考

えて、私は素早く来なかったのです」と〔言った〕。〔バラモンたちが〕「娘さん、理由

とは何ですか？」と〔訊ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、４種の人は走ると見栄え

しませんし、他にも理由があります」と〔言った〕。〔バラモンたちは〕「娘さん、どの

ような４種の人が走ると見栄えしないのですか」と〔訊ねた〕。

D tAtA, abhisitto rAjA tAva sabbAbharaNapaTimaNDito kacchaM bandhitvA rAjaGgaNe 

javamAno na sobhati ‘kiM ayaM mahArAjA gahapatiko viya dhAvatI’ ti aJJadatthu 
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garahaM labhati, saNikaM gacchanto va sobhati. raJJo maGgalahatthI pi alaGkato 

javamAno na sobhati(1), vAraNalILhAya gacchanto va sobhati; pabbajito javamAno na 

sobhati “kiM ayaM samaNo gihI viya dhAvatI” ti kevalaM [390] garaham eva labhati 

samitagamanena pana sobhati; itthI javamAnA na sobhati ‘kiM esA itthI puriso viya 

dhAvatI’ ti garahitabbA va hoti; ime cattAro javamAnA na sobhantI” ti.　
（1）底本は sobhatI tiとするも異読によって‘ti’をとる。

　　〔ヴィサーカーは答えた〕。「みなさん、灌頂された王がありとあらゆる装身具で飾ら

れながら、帯を締めて王宮を走るのは見栄えしません。『この大王はどうして家主のよう

に走るのか』と必ずや謗りを受けます。ゆっくり進むのが見栄えするのです。王の吉祥の

象も飾られながら走るのは見栄えしません。その象は象の優美さのままに進むのが見栄え

します。出家者は走ると見栄えしません。『この沙門はどうして在家者のように走るのか』

と、ただ謗りだけを受けます。いつも同じ歩調で進むのが見栄えします。女性は走ると見

栄えしません。『この女はどうして男のように走るのか』と非難されるにちがいありませ

ん。これらの４種の人は走ると見栄えしないのです」と。

D “katamaM pana aparakAraNaM(1), ammA” ti? “tAtA, mAtApitaro nAma dhItaraM 

aGgapaccaGgAni saNThApetvA posenti. mayam hi vikkiNiyabhaNDaM nAma, amhe 

parakulaM pesanatthAya posenti, sace javamAnAnaM nivatthadussAkaNNe vA 

akkamitvA(2) bhUmiyaM vA pakkhalitvA patitakAle hattho vA pAdo vA bhijjeyya kulassF 

eva bhArA bhaveyyAma, pasAdhanabhaNDaM pana temetvA sukkhissati. imaM 

kAraNaM sallakkhetvA na dhAvitF amhi tAtA” ti.　
（1）底本は‘aparakaraNaM’とするが訂正する。誤植であろう。

（2）nivatthadussAkaNNe vA akkamitvA. 底本は dasAkaNNe vA bhUmiyaM vAとするが異読に

より訂正する。

　　〔バラモンたちが〕「娘さん、また他の理由というのは何ですか？」と〔訊ねると、ヴィ

サーカーは答えた〕。「みなさん、父母というのは娘を、その肢節が害われないように、

育てます。なぜなら私たち〔娘というもの〕は〔父母によって〕売りに出される商品であっ

て、父母は私たちを他の家に嫁がせるために育てています。もし私たちが走っているうち

に、裳裾を踏むか、地面でつまずくかして、倒れた時に手あるいは足が折れたりすれば、

私は家のやっかいものになるでしょう。私の装身具なんかは濡れても乾くでしょう。みな

さん、私はこの理由を考えて走らなかったのです」と。

D brAhmaNA tassA(1) kathanakAle dantasampattiM disvA “evarUpA no sampatti na 

diTThapubbA” ti tassA sAdhukAraM datvA, “amma, tuyham evF esA anucchavikA” ti 

vatvA taM suvaNNamAlaM pilandhayiMsu. atha ne pucchi: “kataranagarato AgatF attha 
tAtA” ti. “sAvatthito, ammA” ti. “seTThikulaM kataraMnAmA” ti. “migAraseTThi nAma, 

ammA” ti. “ayyaputto ko nAmo” ti. “puNNavaDDhanakumAro nAma, ammA” ti. sA 

“samAnajAtikaM no kulaM” ti adhivAsetvA pitu sAsanaM pahiNi: “amhAkaM rathaM 

[391] pesetU” ti.　
（1）底本の tassAの後の kathaMをビルマ版によって除く。

　　ヴィサーカーが語っている時に、バラモンらは歯が条件を満たしているのを見て、「こ
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のように条件を完全に満たしているのを私たちは見たことがない」と〔言って〕、彼女を

賞賛し、「娘さん、これはあなたにこそ相応しい」と言って、その彼女に金の花環を飾り

付けた。その時〔ヴィサーカーは〕バラモンらに「みなさん、あなたたちはどこの都から

来られたのですか」と訊ねた。〔バラモンらが〕「舎衛城という都からですよ、娘さん」

と〔答えると、ヴィサーカーは〕「長者の家は何という名ですか？」と訊ねた。〔バラモ

ンらが〕「ミガーラ長者という方です。娘さん」と〔答えると、ヴィサーカーは「高貴な

息子さんは何というお名前ですか？」と〔訊ね、バラモンらは〕「プンナヴァッダナ・ク

マーラという名です。娘さん」と答えた。彼女は「私たちと同じ生まれの家系だ」と〔求

婚に〕同意し、父に「私のところに車を来させて下さい」と伝言を送った。

DkiJcA pi hi sA AgamanakAle padasA AgatA, mAlAya pana pilandhanakAlato paTThAya 

tathA gantuM na labhati(1), issaradArikA rathAdIhi gacchanti, itarA pakatiyAnakaM 

abhiruyhanti, chattaM vA tAlapaNNaM vA upari karonti, tasmiM asati 

nivatthasATakassa dasantaM ukkhipitvA aMse khipanti eva. 

　　 tassA pana pitA paJca rathasatAni pesesi, sA saparivArA rathaM Aruyha gatA, 

brAhmaNApi ekato gamiMsu.　
（1）labhati. 底本の labhantiを異読によって訂正する。

　　彼女は来る時には徒歩で来たとはいえ、花環で飾られた時から以後はそのように行くこ

とはできない。主たる娘は〔覆いのある〕車（ratha）などで行き、そうでない娘は普通

の〔覆いのない〕乗り物（yAnaka）に乗って、傘かターラ樹の葉を上にかざし、それが

ない時には、着ている衣服の裾を上げて肩にかける。

　　ヴィサーカーの父は 500台の車を送ってよこした。彼女は従者とともに車に乗って行

き、バラモンらもまた一緒に行った。

D atha ne seTThI pucchi: “kuto AgatF atthA” ti. “sAvatthito mahAseTThI” ti. “seTThI 
kataro nAmA” ti. “migAraseTThI nAmA” ti. “putto ko nAmo” ti. “puNNavaDDhanakumAro 

nAmA” ti. “dhanaM kittakan” ti. “cattAlIsa koTiyo mahAseTThI” ti. “dhanaM tAva 

amhAkaM dhanaM upAdAya kAkaNikamattaM, dArikAya pana ArakkhamattAya 

laddhakAlato paTThAya kiM aJJena kAraNenA” ti adhivAsesi. so tesaM sakkAraM katvA 

ekAhadvIhaM vasApetvA uyyojesi.　

　　その時、長者は〔バラモンらに〕「あなたたちはどこから来ましたか？」と訊ねた。

〔バラモンらが〕「大長者よ、舎衛城からです」と〔答えると、ダナンジャヤは〕「どち

らの長者なのですか？」と〔訊き、バラモンらは〕「ミガーラ長者という方です」と〔答

えた。ダナンジャヤが〕「息子は何という名ですか？〕と〔訊くと、バラモンらは〕「プ

ンナヴァッダナ・クマーラという名です」と〔答えた。ダナンジャヤが〕「財産はどれく

らいですか？」と〔訊くと、バラモンらは〕「大長者よ、40億金です」と〔答えた。ダ

ナンジャヤは〕「それぐらいの財産は我が方の財産に比べれば取るに足らないけれども、

娘の保護だけでも得られたからには、他に何の懸念があろうか」と〔考えて、この縁組に）

同意した。ダナンジャヤはバラモンらを敬い、１泊か２泊させて見送った。

Ate sAvatthiyaM attano rucitaM dArikaM adisvA sAketaM agamaMsu. taM divasaJ ca 

【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記



visAkhA attano samAnavayehi paJcahi kumArikAsatehi parivAritA 

nakkhattakILanatthAya ekaM mahAvApiM agamAsi. te pi purisA antonagare caritvA 

attano rucitaM dArikaM adisvA bahinagaradvAre aTThaMsu. tasmiJ ca pana samaye 

devo vassituM Arabhi. atha tA visAkhAya saddhiM nikkhantadArikA temanabhayena 

vegena vegena sAlaM pavisiMsu. te purisA tAsaM pi artave yathArucitaM dArikaM na 

passiMsu. tAsaM sabbapacchato visAkhA devaM vassantam pi agaNetvA 

aturitagamanena temamAnA va sAlaM pAvisi. te purisA naM disvA va cintayiMsu: 

rUpavatI tAva kaJJA etaparamA bhaveyya(1), “rUpaM panF etaM ekaccAya 

karakapakkaM(2) viya hoti, kathA samuTThApetvA kathentA jAnissAma madhuravacanA 

vA no vA” ti.　
（1）rUpavatI tAva kaJJA etaparamA bhaveyya. 底本は rUpavatI nAma aJJA pi, etaparamA va 

bhaveyyaとするがビルマ版に従った。

（2）karakapakkaM.異読に kArakapakkaMと kAritappattaMとがある。

　　彼ら〔ミガーラによって派遣された下男ら〕は、舎衛城では自身にとって好ましい少女

を見つけられず、サーケータに行った。その日、ヴィサーカーは自身と同じ年齢の500

人の少女に囲まれ、お祭りを楽しむために、ある大きな池に行った。その〔ミガーラによっ

て派遣された〕下男らも都の中を歩いていて、自身にとって好ましい少女を見つけられず、

都の外門に立っていた。その時、雨が降り始めた。その時、ヴィサーカーとともに外出し

たその少女たちは、濡れることを恐れて、とても急いで小屋に入った。彼女ら全員の後か

らヴィサーカーが、雨が降っていても顧慮せず、急がない足取りで、濡れながら小屋に入っ

た。その〔ミガーラによって派遣された〕下男らは、彼女を見るや、考えた。「これほど

美しい少女はこれが最上であろう。この容姿は……（1）のようだ。我々は会話を始めて、

会話しながら、〔彼女が〕甘く語るか、そうではないかを知ろう」と。

（1）意味不明。訳出を断念する。

A tato naM AhaMsu: ativiya pariNatavayA itthivaNNA viya Fsi, ammA ti. “kiM disvA 

kathetha tAtA” ti? “aJJA tAya saddhiM kILanakumAriyo temanabhayena vegena 

AgantvA sAlaM paviTThA, tvaM pana mahallikA viya padavAraM atikkamma 

nAgacchasi, sATakassa temanabhAvam pi na gaNesi. sace taM hatthi vA asso vA 

anubandheyya, kiM evam evaM kareyyAsI” ti? “tAtA, sATakA nAma na dullabhA, 

sulabhA mayhaM kule sATakA. vayappattA mAtugAmA pana paNiyabhaNDasadisA, 

hatthe vA pAde vA bhagge aGgavikalaM mAtugAmaM jigucchantA nuTThubhitvA 

gacchanti, tasmA saNikaM Agat FmhI” ti.　
　　それから〔彼らは〕彼女に「娘さん、あなたはたいへんお年をめした女性のようですね」

と言った。〔ヴィサーカーは〕「あなたたちは何を見て言うのですか？」と〔返した〕。

「あなたと一緒に遊んでいた他の少女は、濡れることを恐れて、急いで小屋に入ってきた

のに、あなたは老婦人のように、歩調をかえて来ることをしませんでした。衣服が濡れる

恐れも顧慮しない〔様子です〕。もし、あなたを象や馬が追ってきても、そのようにしま

すか」と〔訊ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、衣服なんて得難いものではありませ

ん。私の家では衣服は簡単に得られます。しかし、成人した女性は、売りに出される商品
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と同様です。手あるいは足が折れてしまえば、人は肢体の欠けた女性を嫌悪し、唾を吐い

て去ってしまいます。ですから、私はゆっくり〔歩いて〕来たのです」と〔言った〕。

Ate cintayiMsu: imAya sadisA imasmiM jambudIpe itthi nAma nF atthi, yAdisA rUpena, 

piyakathAya pi tAdisA va, kAraNAkAraNaM JatvA kathetI ti, tassA upari mAlAgulaM 

khipiMsu. atha visAkhA, cintesi: ahaM pubbe apariggahitA, idAni pana pariggahitaF 

mhI ti vinItenAkArena bhUmiyaM nisIdi. atha naM tatthF eva sANiyA parikkhipiMsu. sA 

paTicchannabhAvaM JatvA dAsigaNaparivutA gehaM agamAsi. te pi migAraseTThino 

purisA tAya saddhiM yeva dhanaJjayaseTThino santikaM agamaMsu.　

　　彼らは「これと同様の女性なんてこの閻浮提に決していない。容姿で卓越しているのと

同様に、かわいらしい語り口でも卓越して、すべきこととすべきではないことをよくわき

まえて語る」と考えて、彼女の上に花環を投げた。その時、ヴィサーカーは「私はいまま

で捕まらなかったが、今や、私はとうとう捕まってしまった」と考え、教えられている仕

方で地面に坐った。すると〔彼らが〕そこで彼女の周りに幕をはりめぐらした。彼女は覆

われたことを知って、下女の群に囲まれつつ家に行った。彼らミガーラに派遣された下男

らも彼女とともにダナンジャヤ長者のもとに行った。

A “kataragAmavAsino tAtA tumhe” ti ca pucchitA “sAvatthinagare migAraseTThino 

purisF amhA” ti vatvA “mayaM amhAkaM seTThinA ‘tumhAkaM gehe vayappattA dArikA 

atthI’ ti sutvA pesitA” ti. “sAdhu tAtA, tumhAkaM seTThi kiJcApi bhogena amhehi 

asadiso, jAtiyA pana sadiso. sabbAkArasampanno nAma dullabho. gacchatha tumhe 

seTThissa amhehi sampaTicchitabhAvaM ArocethA” ti.
　　〔ダナンジャヤに〕「きみたちは何処の村の方ですか」と問われて、「舎衛城のミガー

ラ長者から〔派遣された〕下男です」と言って、〔さらに〕「私たちの長者があなたの家

に成人した少女がいると聞いて、私たちを派遣したのです」と〔つづけた〕。〔ダナンジャ

ヤは〕「わかりました。あなた方の長者がたとい財産の点で私に匹敵しなくても、生まれ

は同じです。すべてがそろうというのは得がたいことですから。さあ、あなた方は長者に、

私が承諾したとお伝えください」と〔言った〕。



［10］ヴィサーカーを嫁として迎えるミガーラ家：DhA.（vol.Ⅰ　p.391,l.16~p.394,l.2）；
AN.-A.（vol.Ⅰ　p.408,l.19~p.409,l.30）
D te sAvatthiM gantvA migAraseTThissa “laddhA no dArikA” ti ArocayiMsu. “kassa 
dhItA” ti. “dhanaJjayaseTThino” ti. so “mahAkulassa dArikA me laddhA, khippam eva 

naM AnetuM vaTTatI” ti tattha gamanatthaM raJJo Arocesi. rAjA “mahAkulaM etaM 

mayA bimbisArassa santikA AnetvA sAkete nivesitaM, [392] tassa sammAnaM kAtuM 

vaTTatI” ti “aham pi AgamissAmI” ti Aha. so “sAdhu, devA” ti vatvA 

dhanaJjayaseTThino sAsanaM pesesi: “mayi Agacchante rAjA pi Agamissati. mahantaM 

rAjabalaM. ettakassa janassa kattabbayuttaM kAtuM sakkhissasi na sakkhissasI” ti. 
itaro “sace pi dasa rAjAno Agacchanti, AgacchantU” ti paTisAsanaM pesesi.　

　　バラモンたちは舎衛城に行き、ミガーラ長者に「私たちは少女を得ました」と告げた。
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「どなたの娘か？」と〔ミガーラ長者に訊ねられ〕、「ダナンジャヤ長者の〔娘です〕」

と〔バラモンらは答えた〕。ミガーラ長者は「私は大家の娘を得た。すぐにも、彼女を連

れて来るのがよい」と〔考えて〕、そこに赴く旨を王に告げた。〔パセーナディ〕王は、

「その大家は私がビンビサーラ王のもとから連れて来て、サーケータ市に住まわせた大家

であるから、彼に敬意を表すべきであろう」と〔考え〕、「私も行こう」と言った。ミガー

ラ長者は「陛下、すばらしいことです」と言って、ダナンジャヤ長者に対して「私がそち

らに参ります時に、王もご一緒されます。王の軍は大軍です。これだけの大勢の人々を相

応しくもてなすことができますか、それともできませんか？」と伝言を送った。ダナンジャ

ヤは「たとい10人の王が来るとしても、どうぞいらしてください」と返事を送った。

DmigAraseTThI nAma tAva mahante nagare gehagopakamattaM ThapetvA sesajanaM 

AdAya gantvA addhayojanamatte ThAne ThatvA “AgatF amhA” ti sAsanaM pahiNi. 

dhanaJjayaseTThI bahuM paNNAkAraM pesetvA dhItarA saddhiM mantesi: “amma, 

sasuro kira te kosalaraJJA saddhiM Agato, tassa kataragehaM paTijaggitabbaM, raJJo 

kataraM uparAjAdInaM katarAnI” ti.　
　　ミガーラ長者は、まず大都（舎衛城）には家の番人だけを残して、残り全員を連れて行

き、〔サーケータから〕半ヨージャナ程度の場所に止まって、「私たちはやってきました」

と伝言を送った。ダナンジャヤ長者は〔ミガーラに〕手紙を添えた多くの贈り物を送って

から、娘と相談した。「娘よ、お前の舅〔となる人〕がコーサラ王とともにやって来られ

たそうだ。舅のためにいずれの家を用意すべきか、王にはいずれの家を、副王などの人々

にはいずれの家々を用意すべきだろうか」と。

D paNDitA seTThidhItA vajiraggatikhiNaJANA kappasatasahassaM patthitapatthanA 

abhinIhArasampannA “sasurassa me asukaM gehaM paTijaggatha raJJo asukaM 

uparAjAdInaM asukAnI” ti saMvidahitvA dAsakammakare pakkosApetvA “ettakA raJJo 
kattabbakiccaM karotha, ettakA uparAjAdInaM, hatthiassAdayo pi tumhe eva 

paTijaggatha, assabandhAdayo pi AgantvA maGgalacchaNaM anubhavissantI” ti 

saMvidahi.

　 kiMkAraNA? ‘mayaM visAkhAya maGgalaTThAnaM gantvA na kiJci labhimha, 

assarakkhaNAdIni karontA vicarimhA’ ti keci vattuM mA labhiMsU ti.

　　 taM divasam eva visAkhAya pitA paJcasate suvaNNakAre pakkosApetvA “dhItu me 

mahAlatApasAdhanaM [393] nAma karothA” ti rattasuvaNNassa nikkhasahassaM, 

tadanurUpAni ca rajata-maNi-muttA-pavALa-vajirAdIni dApesi.　

　　長者の娘は賢く、ダイヤモンドの先端のように鋭い智慧を有しており、１千万劫にわたっ

て望むところを追求してきており、決意を具えていたので「私の舅にはこの家を、王には

この家を、副王たちにはこれこれの家々を（用意してください）」といって整えて、奴隷

と下僕を呼ばせて「これこれの人数で王に仕えなさい、これこれの人数で副王らに仕えな

さい。象や馬などもあなた方で世話しなさい。〔そうすれば先方の〕馬丁なども、やって

きて祝祭の宴会に参加できるでしょう」と〔万端を〕整えた。

　　何故〔象や馬の世話までしなければいけないの〕か？。「私たちはヴィサーカーの祝祭
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の場に行ったのに、何も得られなかった。馬の世話などをして歩き回っていたからだ」な

どと誰にも言わせないためである。

　　ちょうどその日に、ヴィサーカーの父は 500人の金属細工職人を呼ばせて、「私の娘

のために大蔓草型装身具を作って下さい」と〔言って〕、千金に価する赤金と、それにそ

ぐう銀、宝珠、真珠、珊瑚、ダイヤなどを与えさせた。

DrAjA katipAhaM vasitvA va dhanaJjayaseTThissa sAsanaM pahiNi: “na sakkA seTThinA 
amhAkaM bharaNaM posanaM kAtuM, dArikAya gamanakAlaM jAnAtU” ti. so pi raJJo 
sAsanaM pesesi: “idAni vassakAlo Agato, tena sakkA catumAsaM vicarituM, tumhAkaM 

balakAyassa yaM yaM laddhuM vaTTati, sabbaM taM mama bhAro, mayA pesitakAle 

devo gamissatI” ti. tato paTThAya sAketanagaraM niccanakkhattaM viya ahosi. 

rAjAnaM AdiM katvA sabbesaM mAlAgandhavatthAdIni paTiyattAnF eva honti. te te 

janA cintayiMsu: “seTThI amhAkaM eva sakkAraM karotI” ti. evaM tayo mAsA 

atikkantA pasAdhanaM pana na tAva niTThAti.　

　　パセーナディ王は数日間〔サーケータに〕住してから、ダナンジャヤ長者に「〔ダナン

ジャヤ〕長者さんは〔もはや〕私たちを支え、食を給することはできないでしょう。あな

たは娘さんの出発の時をお知り下さい」と伝言を送った。ダナンジャヤ長者もパセーナディ

王に「今はもう雨期が来ましたので、４ヶ月の間は移動することができないでしょう。陛

下の軍隊に必要なものは何でも私がご負担しましょう。私がご連絡を差し上げる時に、陛

下は出発なさって下さい」と伝言を送った。それ以後、サーケータの都は毎日がお祭りの

ようであった。王をはじめとして、すべての人々に花環、香、衣服などがいつも用意され

ていた。人々のひとりひとりが「長者は私だけをもてなしてくれている」と考えた。この

ようにして３ヶ月が過ぎたが、装身具はまだ完成しなかった。

D kammantAdhiTThAyikA AgantvA seTThino ArocesuM: “aJJaM asantaM nAma natthi, 

balakAyassa pana bhattapacanadArUni nappahontI” ti. “gacchatha, tAtA, imasmiM 

nagare parijiNNahatthisAlAdayo ca jiNNakAni ca gehAni gahetvA pacathA” ti. evaM 

pacantAnam pi addhamAso atikkanto; tato puna pi “dArUni natthI” ti ArocayiMsu. 

“imasmiM kAle na sakkA dArUni laddhuM, dussakoTThAgArAni vivaritvA thUlasATakehi 

vaTTiyo katvA [394] telacATIsu temetvA bhattaM pacathA” ti. te addhamAsaM tathA 

akaMsu.　

　　〔接待〕業務の責任者らがやって来て、長者に「他には何も不足していませんが、軍隊

のための炊事用の薪が十分ではありません」と告げた。ダナンジャヤ長者は「君たち、さ

あ、この都中の老朽した象小屋や廃屋を得て〔それを打ち壊して木材を得て〕、炊事しな

さい」と〔命じた〕。このように炊事していたけれども、半月が過ぎると、それから〔彼

らは〕また「薪がありません」と告げた。〔ダナンジャヤ長者は〕「今の時期は薪を手に

入れることができない。衣服の倉庫を開けて、粗末な衣を灯心として油の容器に浸して

〔火をつけて〕炊事をしなさい」と〔命じた〕。彼らは半月の間そのとおりにした。

A te tassa vacanaM sutvA sAvatthiM gantvA migAraseTThissa tuTThiJca vaDDhiJca 

pavedetvA “laddhA no sAmi sAkete dhanaJjayaseTThissa gehe dArikA” ti AhaMsu. taM 
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sutvA migAraseTThi “mahAkulagehe kira no dArikA laddhA” ti tuTThamAnaso hutvA 

tAva-d-eva dhanaJjayaseTThissa sAsanaM pahiNi “idAnF eva dArikaM AnayissAma, 

kattabbakiccaM karontU” ti. so pi Fssa paTisAsanaM pesesi: “nayidaM amhAkaM 

bhAriyaM, seTThi pana attano kattabbakiccaM karotU” ti.　
　　彼ら（ミガーラによって派遣された下男ら）はダナンジャヤの言葉を聞いて、舎衛城に

行き、ミガーラ長者に満足と繁栄とを報告し、「ご主人様、私たちはサーケータ市のダナ

ンジャヤ長者の家で少女を得ました」と言った。それを聞いてミガーラ長者は「私たちは

大家の家から少女を得たそうだ」と、満ち足りた心になって、すぐにダナンジャヤ長者に

「今すぐに娘さんをお迎えに参ります。するべきことをしていただきたい」と伝言を送っ

た。ダナンジャヤもミガーラに「そんなことは私にとって大変なことではありません。し

かし〔ミガーラ〕長者よ、あなたは自身のなすべきことをなさってください」と返事を送っ

た。

Aso kosalaraJJo santikaM gantvA Arocesi: deva ekA me maGgalakiriyA atthi, dAsassa 

te puNNavaDDhanassa dhanancayaseTThino dhItaraM visAkhaM nAma dArikaM 

AnessAmi, sAketagamanam me anujAnAthAti. “sAdhu, mahAseTThi, kiM pana amhehi pi 

Agantabban” ti? “deva tumhAdisAnaM gamanaM kathaM laddhuM sakkA” ti? rAjA 

mahAkulaputtassa saMgahaM kAtukAmo “hotu seTThi, AgamissAmI” ti sampaTicchitvA 

migAraseTThinA saddhiM sAketanagaraM agamAsi. dhanaJjayaseTThi “migAraseTThi kira 

kosalarAjAnaM gahetvA Agato” ti sutvA paccuggamanaM katvA rAjAnaM gahetvA 

attano nivesanaM agamAsi. tAva-d-eva raJJo pasenadikosalassa ca rAjabalassa ca 

migAraseTThino ca vasanaTThAnaJ cF eva gandhavatthAdIni ca paTiyAdesi. “idaM imassa 

laddhuM vaTTati, idaM imassA” ti sabbaM attanA va jAnAti. te te janA cintayiMsu: 

seTThi amhAkam eva sakkAraM karotI” ti.　
　　ミガーラ長者はコーサラ王のもとに行って、「陛下、私にめでたい事があります。私は

陛下の召使であるプンナヴァッダナのために、ダナンジャヤ長者の娘でヴィサーカーとい

う名の少女を迎えに行きます。どうかサーケータ市に行くことを私にお許しください」と

告げた。「すばらしいことだ、大長者よ。私も同行するべきか？」と〔王が訊ねると、ミ

ガーラは「陛下、私は陛下のようなお方のご同行をどうして賜れましょうか」と〔辞退し

ようとした〕。王は大家の息子に好意を示そうと思い、「長者よ、よろしい。私も行こう」

と〔言って〕、同意し、ミガーラ長者とともにサーケータ市に行った。ダナンジャヤ長者

は「ミガーラ長者はコーサラ王を連れてきたそうだ」と聞き、出迎え、王を自身の居住に

連れてきた。すぐに、パセーナディ王と王の軍隊とミガーラ長者のために、居住や香料と

衣服などを整えた。「これはこの人が、これはこの人が取るのがよい」と〔ダナンジャヤ

が〕すべてのことを自ら取り仕切ったので、ひとりひとりが「長者は私だけもてなしてく

れている」と考えた。

A athF ekadivasaM rAjA dhanaJjayaseTThissa sAsanaM pahiNi: na sakkA seTThinA 

cirakAlaM amhAkaM bharaNaM posanaM kAtuM, dArikAya gamanakAlaM jAnAtU” ti. so 
pi raJJo sAsanaM pesesi: idAni vassakAlo Agato, na sakkA cAtumAsaM vicarituM, 
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tumhAkaM balakAyassa yaM yaM laddhuM vaTTati, sabban taM mama bhAro, kevalaM 

devo mayA pesitakAle gacchatU” ti. tato paTThAya sAketanagaraM niccanakkhattagAmo 

viya ahosi. evaM tayo mAsA atikkantA. dhanaJjayaseTThino pana dhItAya 

mahAlatApasAdhanaM na tAva niTThaM gacchati.　

　　それからある日、パセーナディ王はダナンジャヤ長者に「〔ダナンジャヤ〕長者さんは

〔それほど〕長くは、私たちを支え、私たちに食を給することはできないでしょう。あな

たは娘さんの出発の時をお知り下さい」と伝言を送った。ダナンジャヤ長者もパセーナディ

王に「今はもう雨期が来ましたので、４ヶ月の間は移動することができないでしょう。陛

下の軍隊に必要なものは何でも私がご負担しましょう。ただ、陛下、私がご連絡を差し上

げる時に、ご出発なさって下さい」と伝言を送った。それ以後、サーケータの都は毎日が

お祭りのようであった。このようにして３ヶ月が過ぎた。しかしダナンジャヤ長者の娘の

大蔓草型装身具はまだ完成しなかった。

AathF assa kammantAdhiTThAyakA AgantvA ArocayiMsu: sesaM asantaM nAma nF atthi, 

balakAyassa pana bhattapacanadArUni nappahontI ti. “gacchatha, tAtA, hatthisAlA 

assasAlA viyojetvA bhattaM pacathA” ti. evaM pacantAnam pi aDDhamAso atikkanto. 

tato puna ArocayiMsuM: dArUni sAmi nappahontI ti. “tAtA, imasmiM kAle dArUni 

laddhuM na sakkA, dussakoTThAgAraM pana vivaritvA thUlasaTake gahetvA vaTTiyo 

katvA telacATiyaM temetvA bhattaM pacathA” ti. iminA niyAmena pacantAnaM cattAro 

mAsA pUrayiMsu.　

　　それから〔接待〕業務の責任者らがやって来て、ダナンジャヤに「他には何も不足して

いませんが、軍隊のための炊事用の薪が十分ではありません」と告げた。〔ダナンジャヤ

長者は〕「君たち、さあ、象小屋や馬小屋を解体して〔木材を得て〕、炊事しなさい」と

〔命じた〕。このように炊事していたけれども、半月が過ぎると、それから〔彼らは〕ま

た「ご主人様、薪が十分ではありません」と告げた。〔ダナンジャヤ長者は〕「今の時期

は薪を手に入れることができない。衣服の倉庫を開けて、粗末な衣を取り出して灯心とし、

油の容器に浸して〔火をつけて〕炊事をしなさい」と〔命じた〕。この方法で炊事しなが

ら４ヶ月が満ちた。

［11］ヴィサーカーの豪華な装身具：DhA.（vol.Ⅰ　p.394,l.2~p.395,l.8）
DevaM cattAro mAsA atikkantA, pasAdhanam pi niTThitaM, asuttamayaM pasAdhanaM 

rajatena suttakiccaM kariMsu. taM sIse paTimukkaM pAdapiTThiM gacchati, tasmiM 

tasmiM ThAne muddikA yojetvA katA suvaNNamayA gaNThikA honti, rajatamayA 

pAsakA, matthakamajjhe ekA muddikA, dvIsu kaNNapiTThIsu dve, galavATake ekA, 

dvIsu jannusu dve, dvIsu kapparesu dve, dvIsu kaTipadesesu dve ti.　

　　このようにして４ヶ月が過ぎ、装身具もできあがった。装身具は糸から作ったものでは

なく、〔金属細工職人らは〕糸でするような〔網目のような〕細工を銀で凝らした。その

装身具は頭に載せられて〔後ろに垂れて〕踵に届く〔ほど長く〕、ところどころに環の飾

りが結び付けられており、〔それを結び付ける〕紐は金製で、〔その紐が掛けられる〕留
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め具が銀製であった。環は頭上の中央に１つ、両耳の後ろに２つ、頸まわりに１つ、両膝

に２つ、両肘に２つ、腰の両側に２つあった。

D tasmiM kho pana pasAdhane ekaM moraM kariMsu, tassa dakkhiNapakkhe 

rattasuvaNNamayAni paJca pattasatAni ahesuM, vAmapakkhe paJca pattasatAni, 

tuNDaM pavALamayaM akkhIni maNimayAni tathA gIvA ca piJjAni ca pattanALiyo 

ratanamayA tathA jaGghA, so visAkhAya matthakamajjhe pabbatakUTe ThatvA 

naccanamayUro viya khAyatI” ti pattanALisahassasaddo(1) dibbasaGgItaM viya 

paJcaGgikaturiyaghoso viya ca pavattati. santikaM upagatA yeva tassa amorabhAvaM 

jAnanti, [395] pasAdhanaM navakoTi-agghaNakaM ahosi, satasahassaM 

hatthakammamUlaM dIyittha.　

（1）pattanALisahassasaddo. 底本 pattanAlisahassasaddoを異読によって訂正する。

　　また、〔職人らは〕その装身具に一羽の孔雀を作り、その右翼には赤金製の 500の羽

根がついていた。左翼にも500 の羽根が〔つき〕、くちばしは珊瑚で作られ、眼は宝珠

で作られていた。同様にして首と尾と羽根の羽軸（羽茎）も宝石でできており、同様に、

足も宝石で作られていた。その孔雀がヴィサーカーの頭上の中央にあって、あたかも山頂

に立って踊っている孔雀ように見えた。1000の羽軸の音は、まるで天の合唱のように、

また、五弦楽の音のように響いた。人が間近に近づいてやっとそれが本物の孔雀ではない

ことがわかるような代物であった。装身具は９億金に値し、10万金の技術料が〔職人に〕

支払われた。

D kissa pana nissandena tAyF etaM pasAdhanaM laddhan ti. sA kira 

kassapabuddhakAle vIsatiyA bhikkhusahassAnaM cIvarasATakaM datvA suttam pi 

sUciyo pi rajanam pi attano santakam eva adAsi, tassa cIvaradAnassa nissandena 

imaM pasAdhanaM labhi. itthInaM hi cIvaradAnaM mahAlatApasAdhanabhaNDena 

matthakaM pappoti, purisAnaM iddhimayapattacIvarenA ti.　

　　いったい、どのような〔善行の〕結果によって、彼女はこの装身具を得たのであろうか。

伝え聞くところでは、彼女はカッサパ仏陀（1）の時代に、２万人の比丘に衣の布地を布施

してから、糸も、針も、染料も、自分の一切合財を布施した。その衣の布施の結果によっ

て〔ヴィサーカーは〕この装身具を得た。なんとなれば、女性による衣の布施は、大蔓草

型装身具という財で最高に達する。男性による衣の布施は神変によって生じる鉢と衣（＝

出家）で最高に達するからである。

（1）過去七仏のうちで第６番目の仏。

［12］ミガーラ家に行くための準備：DhA.（vol.Ⅰ　p.395,l.9~p.397,l.11）
D evaM mahAseTThI catumAsehi dhItu parivacchaM katvA tassA deyyadhammaM 

dadamAno kahApaNapUrAni paJca sakaTasatAni adAsi, suvaNNabhAjanapUrAni paJca 

sakaTasatAni rajatabhAjanapUrAni paJca tambabhAjanapUrAni paJca paTTavattha- 

koseyyavatthapUrAni paJca sakaTasatAni, sappipUrAni paJca sAlitaNDulapUrAni paJca 

naGgalaphAlAdiupakaraNapUrAni paJca sakaTasatAni.　
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　　このように、大長者は４ヶ月の間、娘の〔嫁入りの〕準備をしてから、与えるべきもの

を与える時に、カハーパナ金貨で一杯の500台の荷車、金の器で一杯の500台の荷車、

銀の器で一杯の500台の荷車、銅器で一杯の500台の荷車、美衣と絹衣で一杯の500台

の荷車、酥で満たされた500台の荷車、サーリ米・タンドゥラ米で一杯の500台の荷車、

犂・鋤などの資具で一杯の500台の荷車を彼女に与えた。

DevaM kirF assa ahosi: “mama dhItAya gataTThAne ‘asukena nAma me attho’ ti mA 

parassa gehadvAraM pahiNI” ti. tasmA sabbUpakaraNAni dApesi. ekekasmiM rathe 

sabbAlaGkArapaTimaNDitA tisso tisso vaNNadAsiyo ThapetvA paJca rathasatAni adAsi, 

“etaM nahApentiyo bhojentiyo alaGkarontiyo vicarathA” ti diyaDDhasahassaparicArikA 
adAsi.　

　　このような思いがダナンジャヤ長者に生じたそうだ。「私の娘が行った先で、『私にこ

れこれのものがあればよいのに』といって、他の家の門に使いを出すようなことがないよ

うにしたい」と。それゆえ、長者はすべての資具を〔ヴィサーカーに〕贈った。〔ダナン

ジャヤは〕各荷車に、ありとあるゆる装身具で着飾った美しい侍女を３人ずつ乗せて、

500台の荷車を与えた。〔ダナンジャヤ長者は〕「お前たちはヴィサーカーに水浴させた

り、食事を給仕したり、飾りつけをしたりするものとして、〔ついて〕行くのだ」と〔侍

女らに告げて〕、〔合計で〕1500人の侍女を〔ヴィサーカーに〕与えた。

D athF assa etad ahosi: “mama dhItu gAvo dassAmI” ti. so [396] purise ANApesi: 

“gacchatha bhaNe cULavajassa dvAraM vivaritvA tIsu gAvutesu tisso bheriyo gahetvA 

tiTThatha, puthulato usabhamattaTThAne ubhosu passesu tiTThatha, gAvInaM tato 

paraM gantuM mA daditthA(1). evaM ThitakAle bherisaJJaM kareyyAthA” ti. te tathA 
akaMsu; te gAvInaM vajato nikkhamitvA gAvutaM gatakAle bherisaJJaM akaMsu, 

puna aDDhayojanaM gatakAle akaMsu. puna tigAvutaM gatakAle, puthulato gamanaM 

ca nivAresuM. evaM dIghato tigAvute, puthulato usabhamatte ThAne gAviyo 

aJJamaJJaM nighaMsantiyo aTThaMsu. mahAseTThI “mama dhItu ettikA gAvo alaM, 

dvAraM pidahathA” ti vajadvAraM pidahApesi. tasmiM pihite visAkhAya puJJaphalena 

balavagAvo ca dhenuyo ca uppatitvA nikkhamiMsu. manussAnaM vArentAnaM eva 

saTThisahassA balavagAvo saTThisahassA ca dhenuyo nikkhantA, tattha pacchA(2) tAsaM 

dhenUnaM usabhA uppatitvA anubaddhA(3) ahesuM.　
（1）底本の‘ti’をビルマ版によって削除する。

（2）pacchA.底本の balavavacchAを異読により訂正する。

（3）uppatitvA anubaddhA. 異読により補う。

　　その時、ダナンジャヤ長者にこのような思いが生じた。「私の娘に牛を与えよう」と。

ダナンジャヤは下男たちに「さあ、小牛舎の戸を開けてから、３ガーヴタ（1）の長さに、

太鼓３つ（１ガーヴタごとに太鼓１つ）を持って立ち並びなさい。１ウサバ（2）程度の幅

で両側に立ち並びなさい。雌牛たちをそこから他所に行かせないようにしなさい。そのよ

うにして立ち並んだら、太鼓の音を立てなさい」と命令した。下男たちはそのようにした。

彼らは牛たちが牛舎から出てから１ガーヴタ行ったところで太鼓の音を立てた。さらに牛

たちが半ヨージャナ（２ガーヴタ）進んだところで〔太鼓の音を〕立てた。さらに牛たち
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が３ガーヴタ行ったところで〔もまた太鼓の音を立てて〕、横にそれて行くことを防いだ。

このようにして長さ３ガーヴタ、幅１ウサバ程度の場所に牛群がおしあいへしあいしなが

ら立っていた。大長者は「私の娘にはこれぐらいの牛で十分であろう。戸を閉めなさい」

と言って、牛舎の戸を閉めさせた。その戸が閉められた時に、ヴィサーカーの功徳の力に

よって、元気な牛たちと乳牛たちが次々と飛び上がり、〔牛舎から〕飛び出した。下男ら

が止めるにもかかわらず、６万頭の元気な牛と６万頭の乳牛が飛び出してしまった。その

うえ、その乳牛たちの後から牡牛たちも飛び上がってついて出てきてしまった。

（1）長さの単位。牛の鳴き声が届く距離。４ガーヴタ＝１ヨージャナ

（2）長さの単位

D “kassa nissandena evaM gAvo gatA” ti. nivArentAnaM nivArentAnaM dinnadAnassa. 

sA kira kassapasammAsambuddhakAle kikissa raJJo sattannaM dhItAnaM kaniTThA 

saGghadAsI nAma hutvA vIsatiyA bhikkhusahassAnaM paJca [397] gorasadAnaM 

dadamAnA daharAnaJ ca sAmaNerAnaJ ca hattaM pidahitvA, “alaM, alan(1)” ti 

nivArentAnam pi “idaM madhuraM, idaM manApan” ti adAsi. evaM tassa nissandena 

vAriyamAnA pi gAvo nikkhamiMsu.　

（1）底本は alaMとするが、誤植であろう。

　　どのような（善行）の結果によって、このように牛たちが〔小屋から〕飛び出したのか。

〔それは〕拒まれても、拒まれても、〔比丘たちに〕なされた布施の〔結果である〕。伝

え聞くところでは、彼女はカッサパ仏の時代に、キキ王の７人の娘たちの中、サンガダー

シーという名前の末娘になり（1）、２万人の比丘に５種の牛乳の布施を施しながら、若い

比丘らと沙弥らが鉢を閉じて、「けっこうです、けっこうです」と言って拒んでいるにも

かかわらず、「これは美味しいですよ。これはお気にめしますよ」と言って与えた。この

ように、その結果によって、止められても牛たちが〔牛舎〕から飛び出したのである。

（1）これについては【2】-［7］、【5】-［22］参照

D seTThinA ettakassa dhanassa dinnakAle seTThibhariyA Aha: “tumhehi mayhaM dhItu 

sabbaM saMvidahitaM. veyyAvaccakarA pana dAsadAsiyo na saMvidahitA, kiMkAraNA” 
ti. “mama dhItari sasnehanisnehaM(1) jAnanatthaM; ahaM hi tAya saddhiM 

agacchamAnake gIvAya gahetvA no pahiNAmi, yAnaM Aruyha gamanakAle yeva(2) 

“etAya saddhiM gantukAmA gacchantu, mA agantukAmA” ti vakkhAmI” ti.　
（1）底本の‘sasnehanisnehAnaM’を異読‘sinehAsinehaM’を参考にして読み改める。

（2）gamanakAle yeva.底本の gamanakAle evam panaを異読によって訂正する。

　　ダナンジャヤ長者がこれらの財産を〔ヴィサーカーに〕与えた時に、長者の妻が言った。

「あなたは私たちの娘のためにすべてを整えました。しかし、奉仕する下男・下女らを

〔未だ〕整えていませんが、どうしてですか？」と。〔ダナンジャヤ長者は〕「私の娘に

対して愛情のある人とない人とを知り分けるためだ。なぜなら、私は、娘とともに行こう

としない人々の首をつかまえて〔無理強いして〕行かせるわけにもいくまい。娘が乗り物

に乗って行く時になってから、私は「娘とともに行きたい者は行きなさい。行きたくない

者は〔行かないでください〕」と言うつもりだ」と〔答えた〕。
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［13］ヴィサーカーに対するダナンジャヤ長者の10項目の教誡：DhA.（vol.Ⅰ　p.397,l.12
~p.399,l.2）；AN.-A.（vol.Ⅰ　p.410,l.1~p.411,l.3）
Datha “sve mama dhItA gamissatI” ti gabbhe nisinno dhItaraM samIpe nisIdApetvA, 

“amma patikule vasantiyA nAma imaJ ca imaJ ca AcAraM rakkhituM vaTTatI” ti 

ovAdaM adAsi. ayam pi migAraseTThI anantaragabbhe(1) nisinno pana 

dhanaJjayaseTThino ovAdaM assosi. so pi seTThI dhItaraM evaM ovadi: “amma, 

sasurakule vasantiyA nAma antoaggi bahi na nIharitabbo, bahi-aggi anto na 

pavesetabbo, dadantassF eva dAtabbaM, adadantassa na dAtabbaM(2), [398] dadantassA 

pi adadantassApi dAtabbaM, sukhaM nisIditabbaM, sukhaM bhuJjitabbaM, sukhaM 

nipajjitabbaM, aggi paricaritabbo, antodevatApi namassitabbA” ti.　
（1）anantaragabbhe. 底本は antaragabbheとするが異読により訂正する。

（2）dAtabbaM. 底本は dAtabbAMとするが訂正する。誤植であろう。

　　そこで、ダナンジャヤ長者は「明日、私の娘は行くであろう」と〔考えて〕、内部屋に

坐り、娘を近くに坐らせて、「娘よ、夫の家に住む女はこれこれの行為を慎むがよい」と

教誡を与えた。ミガーラ長者もとなりあわせの部屋に坐って、〔こっそり〕ダナンジャヤ

長者の教誡を聞いていた。

①　　ダナンジャヤ長者は娘に以下のように説いた。「娘よ、舅の家に住む女たるや、　内の

② ③火を外に持ち出してはならない。　外の火を内に持ち込んではならない。　ものをくれる

④ ⑤人にだけものを与えなさい。　ものをくれない人にものを与えてはならない。　ものをく

⑥ ⑦れる人にも、くれない人にも、与えなさい。　安楽に坐りなさい。　安楽に食べなさい。

⑧ ⑨ ⑩　安楽に寝なさい。　火に奉仕しなさい。　内の神々を拝みなさい」。

DidaM dasavidhaM ovAdaM datvA, punadivase sabbA seniyo sannipAtetvA rAjasenAya 

majjhe aTTha kuTumbike pATibhoge gahetvA, “sace me gataTThAne dhItu doso 

uppajjati tumhehi sodhetabbo” ti vatvA navakoTi-agghaNakena mahAlatApasAdhanena 

dhItaraM pasAdhetvA nahAnacuNNamUlakaM catupaNNAsakoTidhanaM datvA yAnaM 

AropetvA sAketassa sAmantA attano santakesu anurAdhapuramattesu cuddasasu 

bhattagAmesu ANaM carApesi: “mama dhItarA saddhiM gantukAmA gacchantU” ti. te 
saddaM sutvA va, “amhAkaM ayyAya gamanakAle kiM amhAkaM idhA” ti cuddasa 

gAmA kiJci asesetvA nikkhamiMsu. dhanaJjayaseTThI pi raJJo ca migAraseTThino ca 

sakkAraM katvA thokaM anugantvA tehi saddhiM dhItaraM uyyojesi.　

　　この 10項目の教誡を与えてから、〔ダナンジャヤは〕翌日に商工組合の仲間を全員集

合させ、王の軍隊の真ん中で８人の地主を保証人としてたてて、「もし私の娘が行った先

で過失が生じたら、あなた方が嫌疑を晴らしていただきたい」と言って、９億金に値する

大蔓草型装身具で娘を飾りつけ、沐浴・香粉料として54億金を与え、乗り物に乗せてか

ら、サーケータ市の周辺にある、アヌラーダプラほどの面積の、自身の所有であって年貢

を納めさせている14の村々において、「私の娘とともに行きたい者は行きなさい」との

命令を布告させた。村々の人々はその声を聞き、「私たちのお嬢様が出発なさる時に、私

たちがここにいて何になる」といって、何も残さずに14の村々から出発した。ダナンジャ

ヤ長者も、王とミガーラ長者を敬って少しの間ついて行き、彼らと〔ともに去っていく〕
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娘を見送った。

DmigAraseTThI sabbapacchato yAnake nisIditvA gacchanto balakAyaM disvA, “ke nAmF 

ete” ti pucchi. “suNisAya vo veyyAvaccakarA dAsidAsA” ti. “ettake ko posessati 

pothetvA ne palApetha, apalAyante ito karothA” ti. visAkhA pana, “apetha mA vAretha 

balam eva balassa bhattaM dassatI” ti Aha. seTThI evaM vutte pi, “amma nF atthi 

amhAkaM etehF attho, [399] ko ete posessatI” ti leDDudaNDAdIhi pothApetvA 

palAtAvasesake “alaM amhAkaM ettakehI” ti gahetvA pAyAsi.　
　　ミガーラ長者は全員の最後に乗り物に坐り、進みながら、〔後をついてくる〕人々の大

群を見て、「これらはいったいどういう人々なのか？」と訊ねた。「あなた方のお嫁さん

に奉仕する下男・下女らです」と〔聞いて、ミガーラ長者は〕「誰がこれだけの人々を養

えるであろうか。こいつらをたたいて追い払いなさい。ここから逃げていかないものたち

〔だけに〕しなさい」と〔命じた〕。するとヴィサーカーが「〔暴力をふるおうとする者

たちに〕うせなさい。〔ついてくる人々を〕妨げないでください。大群を養えるのは大群

だけです」と言った。ミガーラ長者はこのように言われても、「嫁よ、私たちにはこれら

の人々は無用だよ。誰がこれらの人々を養うのだ」と言って、土くれや棒などで打たせた

後に、「私たちにはこれぐらいで十分だ」と、追い払われても逃げずに残った人々を連れ

て出発した。

A tato dhanaJjayaseTThi dhItuyA mahAlatApasAdhanassa niTThitabhAvaM JatvA “sve 
dhItaraM pesessAmI” ti dhItaraM samIpe nisIdApetvA “amma patikule vasantiyA nAma 

imaJ ca imaJ ca AcAraM sikkhituM vaTTatI” ti ovAdaM adAsi. ayaM pi migAraseTThi 

anantare gabbhe nipanno dhanaJjayaseTThino ovAdaM assosi. 

　　so pi seTThi dhItaraM evaM ovadi: amma sasurakule vasantiyA nAma anto-aggi bahi 

na nIharitabbo, bahi-aggi anto na pavesetabbo, dadantassF eva dAtabbaM, 

adadantassa na dAtabbaM, dadantassApi adadantassApi dAtabbaM, sukhaM 

nisIditabbaM, sukhaM bhuJjitabbaM, sukhaM nipajjitabbaM, aggi paricaritabbo, 

antodevatA namassitabbA ti.

　　それから、ダナンジャヤ長者は娘の大蔓草型装身具の完成を知って「明日、娘を送ろう」

と〔考え〕、娘を近くに坐らせて「娘よ、夫の家に住む女たるや、これこれの行為を学ぶ

がよい」と教誡を与えた。ミガーラ長者もとなりあわせの部屋に坐って、〔こっそり〕ダ

ナンジャヤ長者の教誡を聞いていた。

①　　ダナンジャヤ長者は娘に以下のように説いた。「娘よ、舅の家に住む女たるや、　内の

② ③火を外に持ち出してはならない。　外の火を内に持ち込んではならない。　ものをくれる

④ ⑤人にだけものを与えなさい。　ものをくれない人にものを与えてはならない。　ものをく

⑥ ⑦れる人にも、くれない人にも、与えなさい。　安楽に坐りなさい。　安楽に食べなさい。

⑧ ⑨ ⑩　安楽に寝なさい。　火に奉仕しなさい。　内の神々を拝みなさい」。

AimaM dasavidhaM ovAdaM datvA punadivase sabbA seniyo sannipAtetvA rAjasenAya 

majjhe aTTha kuTumbike pATibhoge gahetvA “sace me dhItu gataTThAne doso 

uppajjati, tumhehi sodhetabbo” ti vatvA navakoTi-agghanakena mahAlatApasAdhanena 
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dhItaraM pasAdhApetvA nahAnacuNNamUlaM catupaJJAsasakaTasataM dhanaM datvA 

dhItAya saddhiM nibaddhaM sahacAriniyo paJcasatA dAsiyo paJca AjaJJarathasatAni 

sabbasakkAraJ (sabbUpakAraJ?) ca sataM sataM datvA kosalarAjAnaJ ca migAraseTThiJ 

ca vissajjetvA dhItu gamanavelAyaM vajAdhiTThAyake purise pakkosApetvA, “tAtA 
mama dhItAya gataTThAne khIrapAnatthaM dhenuhi yAnayojanatthaM usabhehi ca 

attho hoti, tasmA mama dhItu gamanamagge vajadvAraM vivaritvA puthulato aTTha 

usabhAni gogaNena pUretvA tigAvutamatthake “asukA nAma kandarA atthi, 

aggagoyUthe taM ThAnaM patte bherisaJJAya vajadvAraM pidaheyyAthA” ti. te 

“sAdhU” ti seTThissa vacanaM sampaTicchitvA tathA akaMsu. vajadvAre vivaTe 

uLAruLArA va gAvo nikkhamiMsu, pidahite(1) pana visAkhAya puJJena balavagAvo ca 

dammagAvo ca vatiM laMghetvA maggaM paTipajjiMsu.

（1）pidahite.底本 pihiteを異読によって訂正する。　

　　この 10項目の教誡を与えてから、翌日に、商工組合の仲間を全員集合させ、王の軍隊

の真ん中で８人の地主を保証人としてたてて「もし私の娘の行った先で過失が生じたら、

あなた方が嫌疑を晴らしていただきたい」と言って、９億金に値する大蔓草型装身具で娘

を飾りつけ、沐浴・香粉料として54億金を与え、いつも娘とともにいて奉仕する500人

の下女と、駿馬の引く500台の車と、すべての資具を100ずつ与えてから、コーサラ王

とミガーラ長者とを見送り、娘の出発時に、牛舎を管理する下男らを呼び、「お前たち、

私の娘には、行った先で牛乳を飲むために乳牛たちが、車を引かせるために牡牛たちが入

用だ。だから、私の娘が進む道で、牛舎の戸を開いて、８ウサバの幅を牛群で満たして、

３ガーヴタ程いったところにこれこれという名の渓谷があるから、先頭の牛群れがその場

所に到達したら、太鼓の音を立てて牛舎の戸を閉めなさい」と〔命じた〕（1）。下男らは

「わかりました」と長者の言葉を受けてそのようにした。牛舎の戸が開かれた時に、はな

はだ立派な牛だけが出てきた。しかも、〔牛舎の戸が〕閉められた時に、ヴィサーカーの

功徳によって元気な牛たちと〔これから〕調御されるべき〔若い〕牛たちが垣を跳び越え

て道に入って進んでいった。

（1）先に【5】-［12］DhA.vol.Ⅰ　p.395,l.22-p.396,l.16 の記述と太鼓の使い道などが多少異
なる。

［14］ヴィサーカーが舎衛城に到着する：DhA.（vol.Ⅰ　p.399,l.3~p.400,l.1）；AN.-A.
（vol.Ⅰ　p.411,ll.3~21)
D A atha visAkhA sAvatthinagaradvAraM(1) pattakAle(2) cintesi: 

“paTicchannayAnakasmiM nu kho nisIditvA pavisAmi udAhu rathe ThatvA” ti. athF assA 
etad ahosi: “paTicchannayAnake(3) me pavisantiyA mahAlatApasAdhanassa viseso na 

paJJAyissatI” ti. sA sakalanagarassa attAnaM dassentI rathe ThatvA nagaraM pAvisi. 

sAvatthivAsino visAkhAya sampattiM disvA, “esA kira visAkhA nAma, evarUpA(4) ayaM(5) 

sampatti etissA va anucchavikA” ti AhaMsu. iti sA mahAsampattiyA seTThino(6) gehaM 

pAvisi.　
（1）sAvatthinagaradvAraM. AN.-A.では nagaradvAraMとする。
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（2）pattakAle. AN.-A.では sampattakAleとする。

（3）paTicchannayAnake. AN.-A.では paTicchannayAnenaとする。

（4）evarUpA. AN.-A.では etaM rUpaMとする。

（5）ayaM. AN.-A.では ayaJ caとする。

（6）seTThino. AN.-A.ではmigAraseTThinoとする。

　　それから、ヴィサーカーは舎衛城の都門に到った時に「私は覆いのある乗り物に坐って

入城しようか、あるいは車の上に立って〔入城しようか〕」と考えた。その時、彼女にこ

のような思いが生じた。「私が覆いのついた乗り物に〔坐って〕入ったならば、大蔓草型

装身具のすばらしさを〔人々に〕知らしめることができないだろう」と。彼女は都中に自

身を見せつつ車の上に立って都に入った。舎衛城の人々はヴィサーカーの立派な様を見て、

「あの方は名前をヴィサーカーというそうだ。このような立派な様はこの方にしか相応し

くない」と言った。このように、彼女は大いに立派な様で、長者の家に入った。

DAAgatadivase(1) yevF assA(2) sakalanagaravAsino “amhAkaM dhanaJjayaseTThI attano 

nagaraM sampattAnaM mahAsakkAraM(3) akAsI” ti yathAsatti(4) yathAbalaM 

paNNAkAraM pahiNiMsu, visAkhA pahitapahitapaNNAkAraM tasmiM yeva nagare 

aJJamaJJesu kulesu sabbatthakam eva dApesi. iti sA “idaM mayhaM mAtu detha 

idaM pitu detha idaM bhAtu detha idaM bhaginiyA” ti(5) tesaM tesaM vayAnurUpaM 

piyavacanaM vatvA paNNAkAraM pesentI sakalanagaravAsino JAtike viya akAsi. 

　 　 athF assA rattibhAgasamanantare(6) AjaJJavaLavAya gabbhavuTThAnaM ahosi. sA 

dAsIhi saddhiM(7) daNDadIpake(8) gAhApetvA tattha gantvA vaLavaM uNhodakena 

nahApetvA [400] telena makkhApetvA attano vasanaTThAnam eva agamAsi.　
（1）Agatadivase. 底本DhA.及びAN.-A.ともに gatadivaseとするが両者の異読により訂正する。

（2）yevF assA. AN.-A.では cF assAとする。

（3）mahAsakkAraM. AN.-A.ではmahAsakkAreとする。

（4）yathAsatti. AN.-A.では yathAsattiMとする。

（ 5 ） iti sA “idaM mayhaM mAtu detha, idaM pitu detha, idaM bhAtu detha, idaM 

bhaginiyA” ti tesaM tesaM vayAnurUpaM piyavacanaM vatvA paNNAkAraM pesentI 

sakalanagaravAsino JAtike viya akAsi. この一文、AN.-A.になし。
（6）AN.-A.では rattibhAgasamanantareの後に ekissAが挿入されている。

（7）saddhiM. AN.-A.に欠。
（8）daNDadIpake. AN.-A.では daNDadIpikAとする。

　　〔彼女が〕やって来た当日に、都（舎衛城）の人々はみな「ダナンジャヤ長者はご自身

の都（サーケータ）に行った我々を大いにもてなしてくれたから」といって、あたう限り、

力の及ぶ限り、ヴィサーカーに手紙に添えた贈り物を贈った。ヴィサーカーは、贈り物が

送られてくるとそのつど、その贈り物を舎衛城内のそれを送ってくれたのとは別の家に送

らせるようにして、都中に贈り物を送らせた。このようにして彼女は、「これを私の母に

贈ってください。これを父に贈ってください、これを兄に贈ってください、これを妹に」

と、相手それぞれの年齢に応じて、美しい言葉をかけて贈り物を贈りつつして、都中の人々

みなを親戚のようにしてしまった。

　　それから、真夜中にヴィサーカーの善種の雌馬がお産するということがあった。彼女は
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下女とともに松明を手にしてそこに行き、雌馬をお湯で洗わせ、油を塗らせ、自身の居所

に帰った。

［15］裸行者を信仰するミガーラ長者：DhA.（vol.Ⅰ　p.400,l.2~p.400,l.22）；AN.-A.
（vol.Ⅰ　p.411,l.21~p.412,l.13)
D migAraseTThI puttassa AvAhamaGgalaM karonto dhuravihAre vasantaM pi 

tathAgataM(1) amanasikatvA dIgharattaM naggasamaNesu patiTThitena pemena 

codiyamAno “mayhaM ayyAnaM(2) sakkAraM karissAmI” ti ekadivasaM anekasatesu 

navabhAjanesu nirudakapAyAsaM pacApetvA paJcasate acelake nimantApetvA attano 

gehaM pavesetvA, “Agacchatu me suNisA, arahante vandatU” ti visAkhAya sAsanaM 

pahiNi.　
（1）底本は tathAgatAMとするが、誤植であろう。

（2）底本は ayyAnam piとするも異読にしたがって pi をとる。

　　ミガーラ長者は息子のために嫁取りの婚礼を挙行しながら、如来が隣の精舎に住してお

られたにもかかわらず意にかけることなく、長時にわたって裸形沙門に対して定まった信

愛の念に促されて、「私は私の聖者たちを敬おう」とある日、何百枚もの新しい器で水気

のない粥を調理させ、500人の裸行者を招待させ、自分の家に招き入らせ、「私の嫁は来

なさい。阿羅漢たちを敬いなさい」とヴィサーカーに伝言を送った。

AmigAraseTThi pi sattAhaM puttassa AvahasakkAraM karonto dhuravihAre vasantam 

pi tathAgataM amanasikatvA sattame divase sakalanivesanaM pUrento 

naggasamaNake nisIdApetvA “Agacchatu me dhItA arahante vandatU” ti visAkhAya 

sAsanaM pahiNi.　

　　ミガーラ長者は７日間にわたって息子の嫁取りの婚礼を挙行しながら、如来が隣の精舎

に住しておられたにもかかわらず意にかけることなく、７日目に、家全体をうめつくす

〔ほどたくさんの〕裸形沙門たちを坐らせ、「我が娘は来なさい。阿羅漢たちを敬いなさ

い」とヴィサーカーに伝言を送った。

D sA arahanto ti vacanaM sutvA sotApannA ariyasAvikA haTThatuTThA hutvA tesaM 

bhojanaTThAnaM AgantvA te oloketvA, “evarUpA hirottappavirahitA arahantA nAma na 

honti kasmA maM sasuro pakkosApesI”ti, seTThiM garahitvA attano vasanaTThAnam 

eva gatA.　

　　彼女は「阿羅漢」という言葉を聞き、預流を得た聖声聞女である彼女は、身毛を逆立て

て喜び満足し、その裸行者らの食事の場に来て彼らを見て、「このように慚愧を欠いた阿

羅漢なんていやしません。どうして舅は私を呼ばせたのですか？」と〔言って〕ミガーラ

長者を非難し、自身の居所に戻ってしまった。

A sA arahantA ti vacanaM sutvA sotApannA ariyasAvikA haTThatuTThA hutvA tesaM 

nisinnaTThAnaM gantvA te oloketvA “evarUpA nAma arahantA hontI” ti 

“hirottappavivajjitAnaM nAma santikaM kasmA maM sasuro pakkosApetI” ti “dhi, dhI” 
ti garahitvA attano vasanaTThAnam eva gatA.　

　　彼女は「阿羅漢」という言葉を聞き、預流果を得た聖声聞女であった彼女は身毛を逆立

【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記



てて喜び満足して、その裸行者らが坐っている所に来て彼らを見て、「このような者たち

は阿羅漢ではありません」と〔言ってさらに〕「どうして舅は慚愧を欠いた者たちのもと

に私を呼ばせたのか」と〔さらに〕「いやだ、いやだ」と非難して、自身の居所に帰って

しまった。

DAacelakA(1) taM(2) disvA sabbe ekappahArenF eva seTThiM garahiMsu: “kiM tvaM　

gahapati aJJaM nAlattha(3), samaNassa gotamassa sAvikaM mahAkAlakaNNiM idha(4) 

pavesesi, vegena naM imasmA gehA nikkaDDhApehI(5)” ti.　
（1）acelakA. AN.-A.は naggasamaNAとする。

（2）taM. AN.-A.は naMとする。

（3）nAlattha. AN.-A.は nAlabhitthaとする。

（4）idha. AN.-A.は kasmA imaM gehaMとする。

（5）nikkaDDhApehI. AN.-A.は nIharAhIとする。

　　裸行者たちはそれを見て、みないっせいに長者を非難した。「長者よ、どうしてあなた

は他〔の嫁〕をとらなかったのか。どうして沙門ゴータマの声聞女などというたいへん不

吉な女をここに入れてしまったのか。速やかにその女をこの家から追い出しなさい」と。

D so “na sakkA mayA imesaM vacanamattenF eva nikkaDDhApetuM, mahAkulassa sA 

dhItA” ti cintetvA, “ayyA, daharA nAma jAnitvA vA ajAnitvA vA kareyyuM, tumhe 

tuNhI hothA” ti, te uyyojetvA mahArahe Asane nisIditvA suvaNNapAtiyaM appodakaM 

madhupAyAsaM paribhuJjati.　

　　長者は、「私はこの女を、これらの裸行者らの言葉だけで追い出すことはできない。彼

女は大家の娘なのだ」と考えて、「聖者らよ、若い女というものは、知ろうと知らなかろ

うと〔何でも〕してしまうものです。あなた方はどうかお静まりください」と〔言って〕、

裸行者らを送り出し、高価な座に坐り、金の器から乾いた蜜粥を食べた。

A tato seTThi “na sakkA mayA imesaM vacanena imaM gehA nIharituM, mahAkulassa 

dhItA ayan” ti cintetvA “AcariyA daharA nAma jAnitvA vA ajAnitvA vA kareyyuM, 

tumhe tuNhI hothA” ti nagge uyyojetvA mahApallaMke nisIditvA(1) suvaNNakaTacchuM 

gahetvA visAkhAya parivisiyamAno suvaNNapAtiyaM appodakamadhupAyAsaM 

paribhunji.　
（1）底本は nisIdApetvAとするが、異読‘nisiditvA’を参考にして訂正する。

　　それから長者は「私はこれらの方々の言葉に従ってこの女を家から連れ出すことはでき

ない。この女は大家の娘なのだ」と考えて、「聖者らよ、若い女というものは知ろうと知

らなかろうと〔何でも〕してしまうものです。あなた方はどうかお静まりください」と

〔言って〕、裸行者らを送り出し、大きな座に坐り、金の匙をとり、ヴィサーカーに給仕

されながら金の器から乾いた蜜粥を食べた。

［16］舅との不和：DhA.（vol.Ⅰ　p.400,l.22~p.402,l.17）；AN.-A.（vol.Ⅰ　p.412,l.13~
p.414,l.4)

D A tasmiM samaye eko piNDacArikatthero piN[401]DAya caranto taM nivesanaM 

pAvisi (1). visAkhA sasuraM vIjamAnA ThitA(2), taM disvA “sasurassa AcikkhituM 
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ayuttaM(3)” ti yathA so theraM passati, evaM apagantvA aTThAsi; so pana bAlo theraM 

disvApi apassanto viya hutvA adhomukho bhuJjatF eva(4). visAkhA “theraM disvApi 

me sasuro saJJaM na karotI” ti JatvA(5) “aticchatha bhante mayhaM sasuro 

purANaM khAdatI” ti Aha.　
（1）taM nivesanaM pAvisi. AN.-A.では seTThissa gharadvAraM pApuni（長者の家の門に着い

た）。

（2）sasuraM vIjamAnA ThitA. AN.-A.に欠。
（3）ayuttaM.AN.-A.では na yuttanとする。

（4）adhomukho bhuJjatF eva.AN.-A.では adhomukho pAyAsaM eva bhuJjati（うつむいて粥

を食べていた）。

（5）AN.-A.では JatvAの後に theraM upasaMkamitvA（長老に近づき）が挿入されている。

　　その時、ある行乞の長老が乞食のために歩いていてその家に入った。ヴィサーカーは舅

を扇ぎながら立っていたが、その長老を見て「舅に告げるには〔今は〕適当ではない」と

〔考え〕、舅がその長老を見るように退いて立った。しかし、ミガーラ長者は愚かにも、

長老を見ても見えないふりをし、顔をうつむけて食べているばかりであった。ヴィサーカー

は「長老を見ても、私の舅は気にかけない」と知り、「大徳よ、お通りください（他所で

お求めください）。私の舅は古い物を食べていますので」と言った。

Dso nigaNThehi kathitakAle adhivAsetvApi nisinno “purANaM khAdatI” ti vuttakkhaNe 
yeva hatthaM apanetvA, “imaM pAyAsaM ito nIharatha, etaM imasmA gehA 

nikkaDDhatha, ayaM kho maM evarUpe(1) maGgalakAle asucikhAdakaM nAma karotI” ti 
Aha.　

（1）底本は evarUpaMとするが、異読によって訂正する。

　　長者は、ニガンタらに（この嫁を追い出せと）言われても忍受して坐っていたが、「古

くなった物を食べている」と言われたとたん、手を下ろし、「この粥をここから片付けな

さい。この女をこの家から追い出しなさい。なんとこの女は私のことを、このようなめで

たい時に不浄の物を食べる者と呼んだ」と言った。

Aso nigaNThehi tAva kathitakAle adhivAsesi, “purANaM khAdatI” ti vuttakkhaNe yeva 
pana hatthaM apanetvA “imaM pAyAsaM ito haratha etaJ ca imasmA gehA nIharatha. 

ayaM hi maM evarUpe maGgalagehe asucikhAdakaM nAma karotI” ti Aha.　
　　長者は、ニガンタらに（この嫁を追い出せと）言われても忍受したが、「古い物を食べ

ている」と言われたとたん、手を下ろし、「この粥をここから片付けなさい。この女をこ

の家から連れ出しなさい。なぜならこの女は私のことを、このようなめでたい時に不浄の

物を食べる者と呼んだからである」と言った。

DAtasmiM kho pana nivesane sabbe va(1) dAsakammakarA visAkhAya santakA va ko 

naM hatthe vA pAde vA gaNhissati, mukhena kathetuM(2) samattho pi n atthi.　
（1）va.AN.-A.は piとする。

（2）AN.-A.では kathetuMの後に tAvaが挿入されている。

　　しかし、その家において、下男と使用人たちは全員ヴィサーカーに所属する者たちであっ

たので、誰が彼女の手や足をとらえることができようか。口で言える者さえいなかった。

DvisAkhA sasurassa kathaM sutvA Aha: “tAta, na ettakenF eva mayaM nikkhamAma, 
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nAhaM tumhehi udakatitthato kumbhadAsI viya AnItA, dharamAnakamAtApitunnaM 

dhItaro nAma na ettakenF eva nikkhamanti, etenF eva me kAraNena pitA 

idhAgamanakAle aTTha kuTimbike pakkosApetvA ‘sace me dhItu doso uppajjati 

sodheyyAthA’ ti vatvA maM tesaM hatthe Thapesi, te pakkosApetvA mayhaM dosaM 

sodhApethA” ti.　
　　ヴィサーカーは舅の語るのを聞くと、「お義父さま、これだけのことでは私たちは出て

行きません。私はお義父さまに、水辺から水くみ女のようにつれてこられたのではありま

せん。父母が健在の娘は、これだけのことでは出て行きません。まさにこの理由により私

の父は、私がここに来る時に８人の地主を呼んで、『もし私の娘に過失が生じたら嫌疑を

晴らしてください』と言って、私を彼らの手にゆだねたのです。どうか彼らを呼んで私の

過失の嫌疑を晴らしてもらってください」と言った。

Atato visAkhA sasurassa kathaM sutvA Aha: “tAta, na ettakenF eva vacanena mayaM 

nikkhamAma, nAhaM tumhehi udakatitthato kumbhadAsikA viya AnItA. 

dharamAnakamAtApitunnaM dhItaro nAma na ettakena nikkhamanti(1), etenF eva me 

kAraNena pitA idhAgamanadivase aTTha kuTumbike pakkosApetvA ‘sace mama 

dhItaraM upAdAya doso uppajjati, sodheyyAthA’ ti vatvA tesaM hatthe Thapesi. te 

pakkosApetvA mayhaM dosAdosaM sodhApethA” ti.　
（1）底本は nikkhamaNtiとするが、誤植であろう。

　　それからヴィサーカーは舅の語るのを聞くと、「お義父さま、このように言われただけ

では私たちは出て行きません。私はお義父さまに、水辺から水くみ女のように連れてこら

れたのではありません。父母が健在の娘は、これぐらいのことでは出て行きません。まさ

にこの理由により私の父は、私がここに来る日に８人の地主を呼んで、『もし私の娘に関

して過失が生じたら嫌疑を晴らしてください』と言って、彼らの手にゆだねたのです。ど

うか彼らを呼んで私に過失があるか否か嫌疑を晴らしてもらってください」と言った。

D seTThi “esA kalyANaM kathetI” ti aTTha kuTumbike pakkosApetvA, “ayaM dArikA 

maGgalakAle nisIditvA suvaNNapAtiyaM nirudakapAyAsaM paribhuJjantaM maM 

‘asucikhAdako’ ti [402] vadatI” ti Aha, “imissA dosaM AropetvA imaM ito gehato(1)

nikkaDDhathA” ti. “evaM kira, ammA” ti. “nAhaM evaM vadAmi, ekasmiM pana 

piNDapAtikatthere gharadvAre Thite sasuro me appodakaM madhupAyAsaM 

paribhuJjanto taM na manasikaroti, ahaM ‘mayhaM sasuro imasmiM attabhAve 

puJJaM na karoti purANapuJJam eva khAdatI’ ti cintetvA, ‘aticchatha bhante 

mayhaM sasuro purANaM khAdatI’ ti avacaM, ettha me ko doso” ti. “natthi, amhAkaM 

dhItA yuttaM katheti, kasmA kujjhasI” ti?　
（1）底本に gehato欠。異読により補う。

　　長者は「彼女の言い分は正しい」と〔考え〕、８人の地主を呼ばせて「この小娘は、め

でたい時に坐って金の器から乾いた粥を食べている私のことを『不浄の物を食べる者』と

言いました」と告げ、〔さらに〕「あなたたちはこの女の過失を挙げて、この女をこの家

から追い出して下さい」と〔つづけた。８人の地主が〕「娘さん、本当ですか？」〔と尋
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ねると。ヴィサーカーは〕「私はそのようには言っていません。そうではなくて、行乞の

長老が家の門に立っているにもかかわらず、私の舅が乾いた蜜粥を食べながらその長老を

意にかけませんでしたので、私は『私の舅は今生で善を行わず、ただ〔前生で得た〕古い

福徳〔の果〕を食べ尽くすのみだ』と考え、『大徳よ、お通りください（他所でお求めく

ださい）。私の舅は古い物を食べていますので』と言ったのです。ここに私に如何なる過

失があるのでしょうか？」と〔答えた。８人の地主は〕「〔過失は〕ありません。我等の

娘はもっともなことを語っています。あなたはなぜ怒るのですか？」と〔言った〕。

Atato seTThi “kalyANaM esA kathetI” ti aTTha kuTumbike pakkosApetvA: “ayaM dArikA 

sattame divase aparipuNNe yeva maGgalagehe nisinnaM maM ‘asucikhAdako’ ti 

vadatI” ti Aha. “evaM kira ammA” ti? “tAtA mayhaM sasuro asuciM khAditukAmo 

bhavissati, ahaM pana evaM katvA na kathemi, ekasmiM pana piNDapAtikatthere 

gharadvAre Thite ayaM appodakamadhupAyAsaM bhunjanto na taM manasikaroti, 

ahaM iminA kAraNena ‘aticchatha bhante, mayhaM sasuro imasmiM attabhAve 

puJJaM na karoti, porANakaM puJJaM khAdatI’ ti ettakaM kathayin” ti Aha. “ayya, 
idha doso nF atthi, amhAkaM dhItA kAraNaM katheti, tvaM kasmA kujjhasI” ti?　
　　それから長者は「彼女の言い分は正しい」と〔考え〕、８人の地主を呼ばせて、「この

小娘はまだ７日目が過ぎないうちに、めでたい家の中に坐っていた私のことを『不浄の物

を食べる者』と呼んだのです」と言った。〔８人の地主が〕「娘さん、本当ですか？」と

〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私の舅は〔来世には〕不浄の物を好んで食べ

る者になるかも知れませんが、私はそのような意味で言うのではありません。一人の行乞

の長老が家の門に立っているにもかかわらず、この方は乾いた蜜粥を食べながらその長老

を意にかけませんでしたので、この理由で私は『大徳よ、お通りください（他所でお求め

ください）。私の舅は今生で善を行わず、〔前生で得た〕古い福徳を食べ尽くしているの

です』とこれだけのことを言いました」と述べた。〔８人の地主は〕「大姉よ、ここに過

失はありません。我等が娘は理由を述べました。なぜあなたは怒るのですか？」と〔言っ

た〕。

D “ayyA, esa tAva doso mA hotu, ayaM pana ekadivasaM majjhimayAme 

dAsIdAsaparivutA pacchAgehaM agamAsI” ti. “evaM kira ammA” ti. “tAtA, nAhaM 

aJJena kAraNena gatA, ‘imasmiM pana gehe AjAnIyavaLavAya vijAtAya saJJam pi 

akatvA nisIdituM nAma ayuttan’ ti daNDadIpikA gAhApetvA dAsIhi saddhiM gantvA 

vaLavAya vijAtaparihAraM kArApesiM’ ti. “ayya amhAkaM dhItA tava gehe dAsIhi pi 

akattabbakammaM karoti, tvaM ettha kiM dosaM passasI” ti.　
　　〔ミガーラ長者は〕「旦那様方、これは過失ではないとしても、しかし、この女はある

日、〔夜の〕中更に下女と下男に囲まれて家の後ろに行ったのです」と〔告げた〕。〔８

人の地主が〕「娘さん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私

は他に理由があって行ったのではありません。この家で善種の雌馬がお産しました時に

『気にもかけずに坐っているというのは適当ではないでしょう』と〔考えて〕、松明を持

たせ、下女とともに行って、雌馬のお産の世話をさせたのです」と〔答えた。８人の地主
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は〕「旦那、我等が娘はお宅では下女ですらしない仕事をしています。あなたはここに何

の過失を見るのですか？」と〔言った〕。

A “ayyA, eso tAva doso mA hotu, ayaM pana dArikA Agatadivase yeva mama putte 

saJJaM akatvA(1) attano ruccanaTThAnaM agamAsI” ti. “evaM kira ammA” ti. “tAtA, 
nAhaM ruccanaTThAnaM gacchAmi, imasmiM pana gehe AjAnIyavaLavAya vijAtAya 

‘saJJam pi akatvA nisIdanaM nAma ayuttan’ ti daNDadIpikA gAhApetvA dAsIhi parivutA 
tattha gantvA vaLavAya vijAtaparihAraM kArApesin” ti. “ayya, amhAkaM dhItA tava 

gehe dAsehi pi akattabbakammaM akAsi, tvaM ettha kaM dosaM passasI” ti?　
（1）akatvA.底本 katvAを異読によって訂正する。

　　ミガーラ長者は「旦那様方、これは過失ではないとしても、この小娘はちょうどやって

来た日に、私の息子に気がねせず自分の好む場所に行きました」と〔告げた〕。〔８人の

地主が〕「娘さん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私は自

分の好む場所に行ってはおりません。この家で善種の雌馬がお産しました時に、「気にも

かけずに坐っているのは適当ではないでしょう」と〔考えて〕、松明を持たせ、下女に囲

まれてそこに行き、雌馬のお産のお世話をさせたのです」と〔答えた。８人の地主は〕

「旦那、我等が娘はお宅では下女ですらしない仕事をしています。あなたはここに如何な

る過失を見たのですか」と〔言った〕。



［17］10項目の教誡の意味内容：DhA.（vol.Ⅰ　p.402,l.17~p.406,l.15）；AN.-A.（vol.
Ⅰ　p.414,l.4~p.417,l.5）
D“ayyA idhA pi tAva doso mA hotu, imissA pana pitA idhAgamanakAle imaM ovadanto 

gULhapaTicchanne dasa ovAde adAsi, tesaM atthaM na jAnAmi, tesaM me atthaM 

kathetu. imissA [403] pana pitA ‘antoaggi bahi na nIharitabbo’ ti Aha; sakkA nu kho 
amhehi ubhato paTivissakagehAnaM aggiM adatvA vasitun” ti. “evaM kira, ammA” ti. 
“tAta mayhaM pitA na etaM sandhAya kathesi idaM pana sandhAya kathesi: ‘amma 

tava sasurasAmikAnaM aguNaM disvA bahi tasmiM tasmiM gehe ThatvA mA kathesi, 

etena hi agginA sadiso aggi nAma natthI (1)’ ti.　
（1）底本は evarUpo hi aggi nAma natthI ti とする。異読によれば evarUpo hi aggisadiso 

aggi nAma natthI tiとなるが、次の段のDにでる同様の文章にならう。

　　〔ミガーラ長者は〕「旦那様方、ここにも過失がないとしても、この女の父親は、〔彼

女が〕ここに来る時に、彼女を訓戒し、秘密に隠された10項目の教誡を与えました。私

はそれらの教誡の意味を知りません。彼女にそれらの教誡の意味を私に説明してほしいで

①す。この女の父親は『内の火を外に持ち出してはならない』（　）と言いました。私たち

は両隣の家に火を与えずにいられるでしょうか」と〔告げた。８人の地主が〕「娘さん、

本当ですか」と〔尋ると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私の父はそのような意味で言っ

たのではありません。そうではなくて、私の父はこのような意味で言ったのです。『娘よ、

お前の舅と夫に非徳を見たからといって、外の家々にあって〔それを〕語ってはならない。

なぜなら、この火に匹敵する火はないからだ』と〔いう意味です〕」と〔答えた〕。

A ayyA, esa tAva guNo hotu, imissA pana pitA idhAgamanadivase ovAdaM dento 
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‘anto-aggi bahi na nIharitabbo’ ti Aha, kiM pana sakkA amhehi ubhato 

paTivissakagehAnaM aggiM adatvA vasitun” ti? “evaM kira ammA” ti? “tAtA, mayhaM 

pitA na etaM aggiM upAdAya kathesi, yA pana antonivesane sassu-AdInaM 

mAtugAmAraM rahassakathA uppajjanti, sA dAsidAsAnaM na kathetabbA, evarUpA hi 

kathA vaDDhamAnA kalahAya saMvattati, idaM sandhAya mayhaM pitA kathesi tAtA” 
ti.　〔ミガーラ長者は〕「みなさん、これは徳であるとしても、この女の父親は〔彼女が〕

①ここに来る日に〔彼女に〕教誡を与えながら『内の火を外に持ち出してはならない』（　）

と言いました。私たちは両隣の家に火を与えずにいることができますか」と〔言った。８

人の地主が〕「娘さん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私

の父はその火のことを言っているのではありません。家の中で姑などに関する内緒話が生

じたら、それを下男下女に語ってはならないということです。なぜならそのような話は広

まりながらもめごとを引き起こすからです。みなさん、私の父はこのことを述べたのです」

と〔答えた〕。

D“ayyA etaM tAva evaM hotu, imissA pana pitA ‘bAhirato aggi na anto pavesetabbo’ 
ti Aha, kiM sakkA amhehi antoaggimhi nibbute bAhirato aggiM anAharitun” ti. “evaM 

kira ammA” ti. “tAtA mayhaM pitA na etaM sandhAya kathesi, idaM pana sandhAya 

kathesi: sace paTivissakagehesu itthiyo vA purisA vA sassu-sasura-sAmikAnaM aguNaM 

kathenti tehi kathitaM AharitvA ‘asuko nAma tumhAkaM evam evaJ ca aguNaM 

kathetI’ ti puna mA katheyyAsIti. etena hi agginA sadiso aggi nAma natthI” ti.　
　　〔ミガーラ長者は〕「旦那様方、それはそれでよしとしましょう。けれども、この女の

②父親は『外から火を内に持ち込んではならない』（　）と言いました。私たちは内の火が

消えたら外から火を持ち込まないでいられますか？」と〔告げた。８人の地主が〕「娘さ

ん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私の父はそのようなこ

とを言っているのではなく、このようなことを言うのです。『もし隣の家の下女あるいは

下男が、姑や舅や夫の非徳を語るならば、彼らが語ったことを持ってきて、誰々があなた

たちのことをこのように話していますと再び語ってはならない。なぜなら、この火に匹敵

する火はないからだ』〔ということです〕」と〔答えた〕。

A“ayyA etaM tAva evaM hotu, imissA pitA ‘bAhirato aggi na anto pavesetabbo’ ti Aha, 
kiM sakkA amhehi anto-aggimhi nibbute bAhirato aggiM anAharitun” ti? “evaM kira 

ammA” ti. “mayhaM pitA etaM aggiM sandhAya na kathesi, yaM pana dosaM(1) 

dAsakammakArehi kathitaM hoti, taM antomAnusakAnaM na kathetabbaM ...pe...　

（1）異読によって補う。

　　〔ミガーラ長者は〕「旦那様方、それはそれでよしとしましょう。けれども、この女の

②父親は『外から火を内に持ち込んではならない』（　）と言いました。私たちは内の火が

消えたら外から火を持ち込まないでいられますか？」と〔告げた。８人の地主が〕「娘さ

ん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、私の父はその火のこと

を言っているのではありません。『下男や使用人が語る過失を家内の人々に語ってはなら

ない』。〔なぜならそのような話は広まりながらもめごとを引き起こすからです。みなさ
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ん、私の父はこのことを述べたのです〕」。

DevaM imasmim pi kAraNe sA niddosA va ahosi, yathA ca ettha, evaM sesesu pi. tesu 

pana ayam adhippAyo: yam pi hi tassA pitarA “ye dadanti tesaM yeva dAtabban” ti 
vuttaM yAcitaM upakaraNaM gahetvA ye va paTidenti, tesaM yeva dAtabban” ti 

sandhAya vuttaM;　

　　このように、この理由によって、彼女は過失なしとなった。ここでと同様に残りの項目

においても〔過失なしとなった〕。残りの項目において以下がその意味である。彼女の父

③が「ものをくれる人にだけものを与えなさい」（　）と言ったのは、「求めて資具を借り

て後で返してくれる人にだけ、〔資具を〕貸してあげなさい」ということを言うのである。

A yam pi tena “ye dadanti, tesaM yeva dAtabban” ti vuttaM, “taM yAcitakaM 

upakaraNaM gahetvA ye va paTidenti, tesaM yeva dAtabban” ti sandhAya vuttaM.　

③　　彼（ダナンジャヤ）が「ものをくれる人にだけものを与えなさい」（　）と言ったのは、

「求めて資具を借りて後で返してくれる人にだけ、〔資具を〕貸してあげなさい」という

ことを言ったのである。

D A “ye na dentI(1)” ti idam pi ye yAcitakaM gahetvA(2) na paTidenti, tesaM na 

dAtabba” ti sandhAya vuttaM(3); “dadantassA pi adadantassA pi dAtabban” ti idaM 

pana daLiddesu(4) [404] JAtimittesu sampattesu te(5) paTidAtuM sakkontu vA mA vA 

dAtum eva vaTTatI ti sandhAya vuttaM; “sukhaM nisIditabban” ti idaM pi 

sassu-sasura-sAmike(6) disvA vuTThAtabbaTThAne(7) nisIdituM na vaTTatI ti sandhAya 

vuttaM; “sukhaM bhuJjitabban” ti idaM pana sassu-sasura-sAmikehi puretaraM(8) 

abhuJjitvA te parivisitvA sabbehi laddhAladdhaM JatvA pacchA sayaM bhuJjituM 

vaTTatI ti sandhAya vuttaM; “sukhaM nipajjitabban” ti idaM pi sassu-sasura-sAmikehi 

puretaraM sayanaM Aruyha na nipajjitabbaM(9), tesaM kattabbayuttakaM(10) 

vattapaTivattaM katvA pacchA sayaM nipajjituM yuttaM ti idaM(11) sandhAya vuttaM; 

“aggi paricaritabbo” ti idaM pana sassum pi sasuraM pi sAmikaM pi aggikkhandhaM 

viya uragarAjAnaM viya ca katvA passituM vaTTatI ti sandhAya vuttaM(12);　
（1）‘tesaM na dAtabbaM’が省略されている。

（2）idam pi ye yAcitakaM gahetvA. AN.-A.は idam pi yAcitakaM upakaraNaM gahetvAとす

る。

（3）AN.-A.ではここに‘ti sandhAya vuttaM’（ということを言ったのである）が欠。

（4）daLiddesu.AN.-A.は duggatakesuとする。

（5）AN.-A.は teが欠。

（6）AN.-A.は sassu-sasure（姑と舅）とし、sAmika（夫）が欠。

（7）vuTThAtabbaTThAne.AN.-A.は uTThAtabbaTThAneとする。

（8）AN.-A.では puretaraMの後に evaが挿入され、puretaram evaとする。

（9）DhA.の底本はna uppajjitabbaMとするが、AN.-A.のna nipajjitabbaMに従って訂正する。

‘uppajjitabbaM’では読解不能である。

（10）kattabbayuttakaM.AN.-A.は kAtabbayuttakaM.

（11）idaM.AN.-A.は imaMとする。

（12）vaTTatI ti sandhAya vuttaM.AN.-A.は vaTTati ammA ti idaM sandhAya vuttan tiとす
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る。

④　　「ものをくれない人に〔ものを与えてはならない〕」（　）とは、これも「求めて借り

ても返さない人には貸してはならない」ということを言ったのである。「ものをくれる人

⑤にも、くれない人にも、与えなさい」（　）とは、しかし「貧しい親類や友人が到来した

時には、彼らが返すことができてもできなくても、貸すのがよい」ということを言ったの

⑥である。「安楽に坐りなさい」（　）とは、これも「姑、舅、夫を見たら、立つべきであ

⑦り、坐っていてはならない」ということを言ったのである。「安楽に食べなさい」（　）

とは、これも「姑、舅、夫に先んじて食べることをせず、彼らに給仕して皆に食が配分さ

れたかどうかを知った後に自身が食べるのがよい」ということを言ったのである。「安楽

⑧に寝なさい」（　）とは、これも「姑、舅、夫に先んじて寝台にのって横になるべきでは

なく、彼らになされるに相応しい種々の務めをなしてから後に自身が寝るのがよい」とい

⑨うことを言ったのである。「火に奉仕しなさい」（　）とは、これも「姑も、舅も、夫も、

大火のように、蛇の王のように見るのがよい」ということを言ったのである。

D“antodevatA namassitabbA” ti idaM sassuJ ca sasuraJ ca sAmikaJ ca devataM viya 

katvA daTThuM vaTTatI ti sandhAya vuttaM. evaM seTThI imesaM dasa-ovAdAnaM 

atthaM sutvA paTivacanaM apassanto adhomukho nisIdi.　

　　「内の神々を拝みなさい」とは、これは「姑と舅と夫とを神のように見なすのがよい」

ということを言ったのである。このように、長者はそれらの10項目の教誡の意味を聞く

と返す言葉も見つからず、うつむいて坐っていた。

A“ete tAva ettakA guNA honti, imissA pana pitA antodevataM namassApeti, imassa ko 

attho” ti? “evaM kira ammA” ti? “Ama tAtA(1), evam pi hi me pitarA idaM sandhAya 

vuttaM: amma AveNikagharAvAsaM vasanakAlato paTThAya attano gharadvAraM 

sampattaM pabbajitaM disvA yaM ghare khAdanIyaM bhojanIyaM atthi, tato 

pabbajitAnaM datvA va khAdituM vaTTatI” ti. atha naM te AhaMsu: tuyhaM pana 

mahAseTThi pabbajite disvA adAnam eva ruccati maJJe ti. so aJJaM paTivacanaM 

apassanto adhomukho nisIdi.　
（1）底本は Ama tAtA tiとするが‘ti’を削除する。不要である。

　　〔ミガーラ長者は〕「これらがそのような徳であるとしても、しかし、この女の父親は

内の神を礼拝させます。これにはどのような意味があるのでしょう」と〔言った。８人の

地主が「娘さん、本当ですか？」と〔尋ねると、ヴィサーカーは〕「みなさん、はい、そ

のとおりです。なぜなら、前と同様に、私の父がこれについて言っていますのは『娘よ、

一家をかまえた時以降は（義父が家長でなくなった以降は）、自身の家の門にやってきた

出家者を見たら、家に硬食と軟食があればそこから〔一部を〕出家者たちに施して後になっ

てやっと、〔自身が〕食べるのがよい」と〔いうことです〕。そこで８人の地主は長者に

言った。「大長者よ、確かにあなたは出家者たちを見ても、施そうとしません」。長者は

他に返す言葉も見つからず、うつむいて坐っていた。

Datha naM kuTimbikA “kiM seTThI aJJo pi amhAkaM dhItu doso atthI” ti pucchiMsu. 

“natthi, ayyA” ti. “atha kasmA naM niddosaM akAraNena gehA nikkaDDhApesI” ti.　
　　そこで地主たちが長者に「長者よ、他にも我等が娘に過失がありますか」と〔問うと、
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ミガーラ長者は〕「旦那様方、ございません」と〔答えた〕。〔８人の地主は「それでは、

どうして過失のない彼女を、理由なくして家から追い出すのでしょうか？」と〔尋ねた〕。

A atha naM kuTumbikA “kiM(1) seTThi aJJo pi amhAkaM dhItu doso atthI” ti 

pucchiMsu. “natthi, ayyA” ti. “kasmA pana taM niddosaM akAraNA gehato nIharApesI” 
ti?　

（1）底本の piを異読に従い kiMに訂正する。

　　そこで地主たちが長者に、「長者よ、他にも我等が娘に過失がありますか」と〔問うと、

ミガーラ長者は〕「旦那様方、ございません」と〔答えた〕。〔８人の地主は「それでは、

どうして過失のない彼女を、理由なくして家から連れ出すのでしょうか？」と〔尋ねた〕。

DevaM vutte visAkhA Aha: “tAtA, kiJcApi mayhaM sasurassa vacanena paThamam eva 

gamanaM(1) yuttaM, pitA pana me AgamanakAle mama dosAdosasodhanatthAya maM 

tumhAkaM hatthe Thapesi tumhehi ca me niddosabhAvo JAto, idAni ca mayhaM 

gantuM yuttan” ti “dAsidAse yAnAdIni sajjApethA” ti ANApesi.　
（1）底本では gamaNaMのあとに naがあるが異読により削除する。

　　このように言われた時にヴィサーカーは、「みなさん、私は舅の言葉にしたがってすぐ

に〔ここから〕出て行くべきでしたでしょうが、私が〔ここに〕来る時に父が、私の過失

の嫌疑を晴らすために、私をあなた方の手にゆだねました〔のですぐに出て行くわけには

まいりませんでした〕。そしてあなた方に私に過失がないことをご理解いただけましたの

で、今、私はここを出て行くのがよい〔と思います〕」と〔言って〕、「下女・下男に乗

り物などを用意させなさい」と命じた。

A tasmiM khaNe, visAkhA Aha: “paThamaM tAva mayhaM mama sasurassa vacanena 

gamanaM yuttaM, mayhaM pana Agamanadivase mama dosAdosaM sodhanatthAya 

mama pitA tumhAkaM hatthe ThapetvA adAsi, idAni mayhaM gantuM sukhan” ti 

“dAsidAsayAnAdIni sajjAni karothA” ti ANApesi.　
　　その時ヴィサーカーは、「私は私の舅の言葉にしたがってすぐに〔ここから〕出て行く

べきでしたでしょうが、私が〔ここに〕来る日に私の父が、私の過失のあるなしをその嫌

疑を晴らすためにあなた方の手にゆだねましたので〔すぐに出て行くわけにはまいりませ

んでした。しかし〕今や、私は容易に出て行けます」と〔言って〕、「下女・下男や乗り

物などを整えなさい」と命じた。

DAatha naM seTThI(1) te kuTimbike(2) gahetvA, “amma, [405] mayA ajAnitvA kathitaM 

khamAhi me(3)”ti Aha. “tAta(4) tumhAkaM khamitabbaM tAva khamAmi, ahaM pana 

buddhasAsane aveccappasannassa kulassa dhItA, na mayaM vinA bhikkhusaGghena 

vattAma, sace mama ruciyA bhikkhusaGghaM paTijaggituM labhAmi, vasissAmI” ti. 

“amma, tvaM yathAruciyA tava samaNe paTijaggA” ti Aha(5).　
（1）seTThI.AN.-A.は seTThiとする。

（2）kuTimbike.AN.-A.は kuTumbikeとする。

（3）me.AN.-A.はmayhanである。

（4）AN.-A.は tAtaの後に khamAmiを挿入する。

（5）AN.-A.に Ahaが欠。
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　　そこで、長者はその地主たちをとどめてから、彼女に「嫁よ、私は知らずにしゃべった

のだ。私のことを許してくれ」と言った。〔ヴィサーカーが〕「お義父さま、あなたの許

すべきところは許しますが、しかし、私は仏教に不壊の浄信をもつ家の娘であって、私た

ちは比丘サンガなくしてはいられません。もし、私の望むままに私が比丘サンガのお世話

をできるならとどまりましょう」と〔言うと、ミガーラは〕「嫁よ、おまえはおまえの望

むままに沙門たちをお世話しなさい」と言った。

D visAkhA dasabalaM nimantApetvA punadivase nivesanaM pavesesi. naggasamaNApi 

satthu migAraseTThino gehagamanabhAvaM sutvA gantvA gehaM parivAretvA 

nisIdiMsu. visAkhA dakkhiNodakaM datvA “sabbo sakkAro paTiyAdito, sasuro me 

AgantvA dasabalaM parivisatU” ti sAsanaM pesesi.　

　　ヴィサーカーは十力者を招待し、翌日に家に招き入れた。裸行沙門たちも、尊師がミガー

ラ長者の家を訪問することを聞いて、〔そこに〕行き、家を取り囲んで坐った。ヴィサー

カーは施し〔をする時に手に注ぐ〕水を注いで、「準備万端がととのいました。私の舅は

来て十力者に給仕してください」と伝言を送った。

A tato visAkhA dasabalaM nimantApetvA punadivase nivesanaM pUrentI 

buddhappamukhaM bhikkhusaMghaM nisIdApesi. naggaparisA pi satthu 

migAraseTThino gehaM gatabhAvaM sutvA tattha gantvA gehaM parivAretvA 

nisIdiMsu. visAkhA dakkhiNodakaM datvA “sabbo sakkAro paTiyAdito, sasuro me 

AgantvA dasabalaM parivisatU” ti sAsanaM pesesi.　

　　それからヴィサーカーは十力者を招待し、翌日に家全体を一杯にする〔ほど大勢の〕仏

陀を上首とした比丘サンガを坐らせた。裸行者の衆も、尊師がミガーラ長者の家に行った

ことを聞いて、そこに行き、家を取り囲んで坐った。ヴィサーカーは施し〔をする時に手

に注ぐ〕水を注いで「準備万端がととのいました。私の舅は来て十力者に給仕してくださ

い」と伝言を送った。

D atha naM AgantukAmaM AjIvakA “mA kho tvaM gahapati samaNassa gotamassa 

santikaM gacchA” ti nivAresuM. so “suNhA hi me sayaM eva parivisatU” ti pahiNi. sA 
buddhappamukhaM bhikkhusaGghaM parivisitvA niTThite bhattakicce puna sAsanaM 

pesesi: “sasuro me AgantvA dhammakathaM suNAtU” ti.　
　　すると、行こうとする長者に、邪命外道たちは「長者よ、沙門ゴータマのもとに行って

はなりません」と遮った。長者は「私の嫁が自分だけで給仕してください」と使いを遣っ

た。ヴィサーカーは仏陀を上首とする比丘サンガに給仕し、食事が終わった時に、再度

「私の舅は来て法話をお聞きください」と伝言を送った。

A so nigaNThAnaM vacanaM sutvA “mama dhItA sammAsambuddhaM parivisatU” ti 

Aha. visAkhA nAnaggarasehi dasabalaM parivisitvA niTThite bhattakicce puna sAsanaM 

pahiNi: “sasuro me AgantvA dasabalassa dhammakathaM suNAtU” ti.　
　　長者はニガンタらの言葉を聞いて、「私の娘が正等覚者に給仕してください」と言った。

ヴィサーカーは種々のおいしい食べ物を、仏陀を上首とした比丘サンガに給仕し、食事が

終わった時に再度「私の舅はいらして十力者の説法をお聞きください」と伝言を送った。
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D atha naM “idAni agamanaM nAma ativiya ayuttan” ti dhammaM sotukAmatAya 

gacchantaM puna te AhaMsu: “tena hi samaNassa gotamassa dhammaM suNanto 

bahisANiyaM nisIditvA suNAhI” ti, puretaraM evF assa gantvA sANiM parikkhipiMsu. so 

gantvA bahisANiyaM nisIdi.　

　　そこで、「今行かないのは極めてよくないであろう」と〔考えて〕法を聞こうと赴くミ

ガーラ長者に、再び彼らは「そういうことなら、沙門ゴータマの説法を聞く時、あなたは

幕の外に坐って聞きなさい」と言って、長者に先んじて行って、幕をはりめぐらした。ミ

ガーラ長者は行って、幕の外に坐った。

A atha naM “idAni agamanaM nAma ativiya akAraNan” ti dhammakathaM 

sotukAmatAya gacchantaM naggasamaNA AhaMsu: “samaNassa gotamassa dhammaM 

suNanto bahisANiyaM nisIditvA suNAhI” ti. puretaram eva ca gantvA sANiM 

parikkhipiMsu migAraseTThi gantvA bahisANiyA va nisIdi.　

　　そこで、「今行かないのは極めて理にかなわないであろう」と〔考えて〕法話を聞こう

と赴くミガーラ長者に裸形沙門らは、「沙門ゴータマの説法を聞く時、あなたは幕の外に

坐って聞きなさい」と言って、前もって行って幕をはりめぐらした。ミガーラ長者は行っ

て、天幕の外に坐った。

D satthA “tvaM bahisANiyaM vA nisIda parakuDDe vA parasele vA paracakkavALe vA 

pana nisIda, ahaM buddho nAma sakkomi taM mama saddaM sAvetun” [406] ti 

mahAjambuM khandhe(1) gahetvA cAlento viya amatavassaM vassanto viya dhammaM 

desetuM anupubbikathaM Arabhi.　
（1）底本はmahAjambukkhandheとするが訂正する。

　　尊師は「あなたは幕の外に坐りなさい。あるいは壁の向こうに、あるいは岩山の向こう

に、あるいは鉄囲山の向こうに坐りなさい。〔どこに坐ろうとも〕私、すなわち仏陀は、

あなたに私の声を聞かせることができる」と〔言って〕、大きなジャンブ樹の幹をとらえ

て揺らすように、甘露の雨を降らすように、法を示すために次第説法を始めた。

AtathAgato “tvaM bahisANiyaM(1) vA nisIda, parakuDDe vA parasele vA paracakkavALe 

vA nisIda, ahaM buddho nAma sakkomi taM mama saddaM sAvetun” ti 

suvaNNavaNNaphalaM ambarukkhaM khandhe gahetvA cAlento viya dhammakathaM 

kathesi.　

（1）bahisANiyaM.底本には bahisAniyAとあるが異読により訂正する。

　　如来は「あなたは幕の外に坐りなさい。あるいは壁の向こうに、あるいは岩山の向こう

に、あるいは鉄囲山の向こうに坐りなさい。〔どこに坐ろうとも〕私、すなわち仏陀は、

あなたに私の声を聞かせることができる」と〔言って〕、金色の果実をつけるアンバ樹の

幹をとらえて揺らすように、法話を説いた。

D sammAsambuddhe ca pana dhammaM desente purato ThitApi pacchato ThitApi 

cakkavALasataM cakkavALasahassaM atikkamitvA ThitApi akaniTThabhavane ThitApi 

“satthA maJ Jeva oloketi, mayhem eva dhammaM desetI” ti vadanti, satthA hi taM 

taM olokento viya tena tena saddhiM sallapanto viya ca hoti. candUpamA kira 
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buddhA, yathA cando gagaNamajjhe Thito “mayhaM upari cando mayhaM upari cando” 
ti sabbasattAnaM khAyati, evam eva(1) yattha katthaci(2) ThitAnaM abhimukhe ThitA 

viya khAyanti, idaM kira nesaM alaGkatasIsaM chinditvA aJjitakkhIni uppATetvA 

hadaya-maMsaM ubbattetvA parassa dAsatthAya jAlisadise putte kaNhAjinAsadisA 

dhItaro maddisadisA pajApatiyo pariccajitvA dinnadAnassa phalaM.　
（1）evam eva.底本には evam evaMとあるが異読により訂正する。

（2）yattha katthaci.底本は katthaciとするが異読により訂正する。

　　正等覚者が法を説示する時には、〔仏陀の〕前にいても、後ろにいても、百の鉄囲山、

千の鉄囲山の向こうにいても、アカニッタ天にいても、人々は「尊師は私だけを見ている。

私にだけ法を説示している」と語る。なぜなら尊師は彼らひとりひとりを見ているかのよ

う、ひとりひとりと共に語るかのようであるから。伝え聞くところでは、諸仏は月に喩え

られる。月は天空の真ん中にありながら、一切の衆生に「私の上に月がある。私の上に月

がある」と思えるように。ちょうどそのように、どこにいる人にも、諸仏が自分の面前に

あるように思える。これは、諸仏が〔前生に菩薩として〕飾りをつけた頭を切り、くまど

りをした目をえぐり、心臓の肉を引き抜き、他人の奴隷としてジャーリのような息子たち

を、カンハージナーのような娘らを、マッディーのような妻を捨てて（1）、布施をなした

果報であるそうだ。

（1）ジャーリ、カンハージナー、マッディーはそれぞれヴェッサンタラの息子、娘、妻の名で

ある。

［18］ミガーラマーターと呼ばれるヴィサーカー：DhA.（vol.Ⅰ　p.406,l.15~p.408,l.1）；
AN.-A.（vol.Ⅰ　p.417,ll.5~10）
DmigAraseTThI pi tathAgatassa desanaM vinivaTTento bahisANiyaM nisinno va sahassa

- nayapaTimaNDite sotApattiphale patiTThAya acalasaddhAya samannAgato tIsu 

saraNesu nikkaGkho hutvA sANikaNNaM ukkhipitvA gantvA suNisAya thanaM mukhena 

gahetvA, “tvaM me ajja paTThAya mAtA” ti taM mAtuTThAne(1) Thapesi. tato paTThAya 

migAramAtA nAma jAtA. [407] pacchAbhAge puttaM labhitvApi ‘migAro’ ti Fssa nAmaM 

akAsi.

（1）mAtuTThAne.底本にはmAtiTThAneとあるが異読により訂正する。　

　　ミガーラ長者も、如来の〔法の〕説示を反芻しながら、幕の外に坐っていたが、一千の

方法に飾られた預流果に確立し（1）、不動の信仰を具え、三帰依処に対して疑いを離れ、

幕のふちを持ち上げて〔中に入って〕行き、嫁の胸に口をあてて、「あなたは今日から私

の母です」と言って、ヴィサーカーを母とした。それ以後「ミガーラマーター」（ミガー

ラの母）の名が生じた。後に彼女が息子を産んでも、息子の名を「ミガーラ」とした。

（1）浪花宣明『サーラサンガハの研究』平楽寺書店、1998 年、p.221

A desanApariyosAne seTThi sotApattiphale patiTThAsi. sANiM ukkhipitvA satthu pAde 

paJcapatiTThitena vanditvA satthu santike yeva “tvaM amma ajja paTThAya mama 

mAtA” ti visAkhaM attano mAtuTThAne(1) ThapesI” ti. tato paTThAya visAkhA 

migAramAtA nAma jAtA.　
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（1）mAtuTThAne.底本にはmAtiTThAneとあるが異読により訂正する。

　　説法の終わりに、ミガーラ長者は預流果に確立した。〔彼は〕幕を持ち上げ、尊師の足

に五体投地で敬礼し、尊師のもとで「嫁よ、あなたは今日から私の母です」と〔言って〕、

ヴィサーカーを自分の母とした。それ以後、ヴィサーカー・ミガーラマーターの名が生じ

た。

D mahAseTThI suNisAya thanaM vissajjetvA gantvA bhagavato pAdesu patitvA pAde 

pANihi ca parisambahanto mukhena ca paricumbanto “migAro FhaM bhante” ti 

tikkhattuM nAmaM sAvetvA, “ahaM, bhante ettakaM kAlaM ettha nAma dinnaM 

mahapphalan ti na jAnAmi, idAni me suNisaM nissAya JAtaM, sabba-apAyadukkhA 

mutto Fmhi, suNisA me imaM gehaM AgacchantI atthAya hitAya AgatA” ti vatvA imaM 

gAtham Aha:

“so FhaM ajja pajAnAmi yattha dinnaM mahapphalaM,

atthAya vata me bhaddA suNisA gharam AgatA” ti. 
　　visAkhA punadivasatthAya pi satthAraM nimantesi. athF assA punadivase pi sassU 

sotApattiphalaM pattA tato paTThAya taM gehaM sAsanassa vivaTadvAraM ahosi.　

　　大長者は嫁の胸から離れ、行って世尊の足に頭をつけて、世尊の足を手でさすりながら

口づけしつつ「大徳よ、私はミガーラです」と３回名のり、「大徳よ、私は今まで、ここ

（仏と比丘サンガ）に布施されたものが大果〔を生む〕ことを知りませんでしたが、今、

私の嫁のおかげで知りました。私はすべての悪趣の苦から解放されました。私の嫁がこの

家に来たのは、利のため、益のために来てくれたのです」と言って、以下の偈を唱えた。

　　　私は、今日、どこに布施されたものが大果を生むかを知った。私の賢い嫁は、実に利

　益のために我が家にやって来た。

　と。

　　ヴィサーカーは翌日にも尊師を招待した。当日には彼女の姑も預流果を得て、それ以後、

その家は仏教に門戸が開かれるようになった。

D tato seTThi cintesi: “bahUpakArA me suNisA, paNNAkAram assA karissAmi. etissA hi 

bhAriyaM pasAdhanaM niccakAlaM pasAdhetuM na sakkA, sallahukaM assA divA ca 

ratto ca sabbiriyApathesu pasAdhanayoggaM pasAdhanaM kAressAmI” ti satasahassag- 
ghaNakaM ghanamaTThakaM nAma pasAdhanaM kAretvA tasmiM niTThite 

buddhapamukhaM bhikkhusaGghaM nimantetvA sakkaccaM bhojetvA visAkhaM 

soLasahi gandhodakaghaTehi nahApetvA satthu sammukhe ThapetvA pasAdhetvA 

satthAraM vandApesi. satthA anumo[408]danaM katvA vihAram eva gato.　

　　それから長者は「嫁は私にたいへんな助けになった。彼女に贈り物をしよう。なぜなら

彼女の重い〔大蔓草型〕装身具は、常時身に帯びることができない。軽くて、彼女が昼も

夜もすべての威儀路（行住坐臥）に際して身に帯びるに適う装身具を作らせよう」と考え

て、10万金に価するガナマッタカ（堅い絹？）という装身具を作らせ、それが完成する

と、仏陀を上首とした比丘サンガを招待し、うやうやしく食をふるまい、ヴィサーカーを

16種の香水の瓶で沐浴させ、尊師の面前に立たせ、装身具をつけさせ、尊師を礼拝させ
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た。尊師は随喜してから、精舎に戻った。



［19］ヴィサーカーの子と孫の人数：DhA.（vol.Ⅰ　p.408,l.1~p.408,l.17）
D visAkhApi tato paTThAya dAnAdIni puJJAni karontI satthu santikA aTTha vare 

labhitvA gaganatale candalekhA viya paJJAyamAnA puttadhItAhi vuDDhiM pApuNi. 

tassA kira dasa puttA dasa dhItaro ca ahesuM, tesu tesu ekekassa dasa dasa puttA ca 

dhItaro ca ahesuM, tesu tesu pi ekekassa dasa dasa puttA ca dhItaro cA ti. evam assA 

putta-natta-panatta-santAnavasena pavattAni vIsAdhikAni cattAri satAni aTTha ca 

pANasahassAni ahesuM,　

　　ヴィサーカーもそれ以後、布施などの善を行いながら、尊師から８願を許され（1）、天

空の細い三日月が〔満ちて〕はっきり見えるようになっていくように、息子と娘によって

繁栄を得た。伝え聞くところでは、ヴィサーカーには10人の息子と10人の娘がいた。

ひとりひとりの息子や娘に、10人の息子と10人の娘がいた。そのひとりひとりの孫にも

また10人の息子と10人の娘があったという。このようにしてヴィサーカーには、子・

孫・曾孫の継承によって8420人（2）の子孫があった。

（1）８願を許されたことについては【1】の［7］参照

（2）子が 20人、孫が 400 人、曾孫が 8000 人の計算になる。【4】の［8］と対応する。また

【3】の［3］参照。

D sayaM vIsaM vassasataM aTThAsi, sIse ekaM pi phalitaM nAma nAhosi niccaM 

soLasavassuddesikA viya ahosi, taM putta-natta-panatta-parivAraM vihAraM 

gacchantiM disvA, “katamA ettha visAkhA” ti paTipucchitAro(1) honti, ye gacchantiM 

passanti, “idAni thokaM gacchatu, gacchamAnA va no AyyA sobhatI” ti cintenti, ye 
ThitaM nisinnaM nipannaM passanti “idAni thokaM nipajjatu nipannA va no ayyA 

sobhatI” ti cintenti. iti sA “catUsu iriyApathesu nAma na sobhatI” ti na vattabbA 

ahosi;　
（1）底本は paTipucchitAro naとするが異読により naを削除する。

　　彼女自身は 120歳（1）になっても頭には一本の白髪もなく、常に 16歳のようであった

ので、子・孫・曾孫に囲まれて精舎に向うヴィサーカーを見て、「この中のどの人がヴィ

サーカーですか？」と質問する者があった。歩いている〔ヴィサーカー〕を見る人は「今

もう少し歩いてもらおう。我等が大姉は歩いているのがきれいだ」と思う。立ち姿、坐っ

た姿〔を見ても同様で〕、横になった姿を見た人は、「今もう少し横になっていてもらお

う。我等が大姉は横になっているのがきれいだ」と思う。このように彼女は「〔行住坐臥

の〕四威儀路においてきれいではない」といわれない女性であった。

（1）【4】の［10-1］参照

［20］五象力をもつヴィサーカー：DhA.（vol.Ⅰ　p.408,l.17~p.409,l.13）
D paJcannaM kho pana hatthInaM thAmaM dhAreti. rAjA “visAkhA kira paJcannaM 

[409] hatthInaM thAmaM dhAretI” ti sutvA tassA vihAraM gantvA dhammaM sutvA 

AgamanavelAya thAmaM vImaMsitukAmo hatthiM vissajjApesi, so soNDaM ukkhipitvA 
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visAkhaM abhimukho agamAsi. tassA parivAritthiyo paJcasatA ekaccA palAyiMsu, 

ekaccA naM parissajjitvA “kiM idan” ti vutte, “rAjA kira te ayye thAmaM 

vImaMsitukAmo hatthiM vissajjApesI” ti vadiMsu.　

　　またヴィサーカーは象５頭分の力をもつ。王は「ヴィサーカーは５頭の象の力をもつそ

うだ」と聞くと、彼女が寺院に行って法を聞いてから帰る時に、〔彼女の〕力をはかろう

として象を放った。象は鼻を上げてヴィサーカーに向かって行った。彼女の500人の侍

女のうち、ある者は逃げてしまったが、ある者は彼女をかばって、〔ヴィサーカーに〕

「これはどうしたことか」と尋ねられると、「大姉よ、王があなた様の力をはかろうと象

を放ったのだそうです」と答えた。

DvisAkhA imaM disvA, “kiM palAyitena, kathaM nu kho taM gaNhissAmI” ti cintetvA, 
“sace naM daLhaM gaNhissAmi, vinasseyyA” ti dvIhi aGgulIhi soNDAya gahetvA 

paTipaNAmesi. hatthI sandhAretvA saNThAtuM nAsakkhi, rAjaGgaNe ukkuTiko hutvA 

nipati, mahAjano sAdhukAraM adAsi, sA saparivArA sotthinA gehaM agamAsi.　

　　ヴィサーカーはその象を見て、「逃げても無駄。どうやってこの象を捕まえようか」と

考え、「もしこの象を私がしっかりとつかんだら死なせてしまうだろう」と〔考え〕、２

本の指で〔象の〕鼻をおさえて押しもどした。象はこらえて立っていることができず、王

苑の中でしゃがみこんでしまった。多くの人々は賞賛した。彼女は侍女とともに無事に家

に帰った。

［21］東園鹿子母講堂建立の由来＊：DhA.（vol.Ⅰ　p.409,l.14~p.417,l.16）；AN.-A.
（vol.Ⅰ　p.417,l.11~p.418,l.19）

　　　＊【3】の［16］［17］、【4】の［1］参照

D tena kho pana samayena sAvatthiyaM [410] visAkhA migAramAtA bahuputtA hoti 

bahunattA arogaputtA aroganattA abhimaGgalasammatA va, tAvatakesu puttanatta- 

sahassesu eko pi antarA maraNappatto nAma nAhosi, sAvatthivAsino maGgalesu 

chaNesu visAkhaM paThamaM nimantetvA bhojenti.　

　　その時、舎衛城においてヴィサーカー・ミガーラマーターは多くの子、多くの孫を有し、

みな無病の子、無病の孫であったので、人々から吉祥の人と思われた。数千人もの子・孫

の中にひとりとして天寿を全うしないものがなかった。舎衛城の住人はめでたい行事には、

第一にヴィサーカーを招待して食事をふるまった（1）。

（1）この記事については【1】の［4-1］参照

DathF ekasmiM ussavadivase mahAjane maNDitapasAdhite dhammassavanAya vihAraM 

gacchante visAkhApi nimantitaTThAne bhuJjitvA mahAlatApasAdhanaM pasAdhetvA 

mahAjanena saddhiM vihAraM gantvA AbharaNAni muJcitvA dAsiyA adAsi. yaM 

sandhAya vuttaM:　

　　（1）それからある祭日に、多くの人々が美しく着飾って法の聴聞のために精舎に行った

時に、ヴィサーカーも招待された所で食事をしてから、大蔓草型装身具を身に帯びて多く

の人々とともに精舎に行き、装身具をはずして、下女に預けた。このことついて〔詳細は
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以下のように〕言われている。

（1）以下の記事については【1】-［6］参照

D……tena kho pana samayena sAvatthiyaM ussavo hoti, manussA alaGkatapaTiyattA 

ArAmaM gacchati, visAkhApi migAramAtA alaGkatapaTiyattA vihAraM gacchati. atha 

kho visAkhA migAramAtA AbharaNAni muJcitvA uttarAsaGge bhaNDikaM bandhitvA 

dAsiyA adAsi: “handa je imaM bhaNDikaM gaNhAhI” ti. sA kira vihAraM gacchantI, 

“evarUpaM mahagghaM pasAdhanaM sIse paTimukkaM yAva pAdapiTThiM 

alaGkaraNakaM alaGkaritvA vihAraM pavisituM ayuttan” ti naM muJcitvA bhaNDikaM 

katvA attano puJJenF eva nibbattAya paJcahatthithAmadharAya dAsiyA hatthe adAsi, 

sA eva gaNhituM sakkoti. tena taM Aha: “amma imaM pasAdhanaM gaNha, satthu 

santikA nivattanakAle pasAdhessAmi nan” ti, taM pana datvA 

ghanamaTThapasAdhanaM pasAdhetvA satthAraM upasaGkamitvA dhammaM assosi, 

dhammasavanAvasAne bhagavantaM vanditvA uTThAya pakkAmi, sApi FssA dAsI taM 

pasAdhanaM pamuTThA.　

　　……その時、舎衛城で祭りがあり、人々はきれいに身支度して園林に行った。ヴィサー

カー・ミガーラマーターもきれいに身支度して精舎に行った。その時、ヴィサーカー・ミ

ガーラマーターは装身具をはずして上衣に包むと、「さあ、この包みを持ちなさい」と

〔言って〕下女に預けた。伝え聞くところでは、ヴィサーカーは精舎に向う時に、「この

ように高価な装身具を、頭に着けてかかとに届くような飾りを、身に帯びて精舎に入るの

はよくない」と〔考えて〕、それをはずして包みにして、下女に手渡した。その下女も自

身の功徳のみによって生じた５象力を具えており、その下女だけは〔大蔓草型装身具を〕

持つことができた（1）。そのゆえ〔ヴィサーカーは〕その下女に「おまえ、この装身具を

持っていなさい。尊師のもとから戻ったら〔また〕それを着けます」と〔言って〕、しか

し、それを預けてから、ガナマッタ装身具を着けて尊師に近づき、法を聞いて、法の聴聞

が終わると、世尊に礼拝してから起って退いたが、〔その時に〕彼女の下女はその装身具

を忘れてしまった。

（1）この大蔓草型装身具は５象力を有する者でなければ持ち上げることができないことを意味

する。

D dhammaM sutvA pana pakkantAya parisAya sace kiJci pammuTThaM hoti taM 

Anandatthero paTisAmeti iti. so etaM divasaM mahAlatApasAdhanaM disvA satthu 

Arocesi: “bhante visAkhA pasAdhanaM pammussitvA gatA” ti. “ekamantaM Thapehi 

AnandA” ti. thero taM ukkhipitvA sopAnapasse [411] laggetvA Thapesi.　

　　会衆が法を聞いてから去った後に、もし、何か忘れ物があれば、それを阿難長老がしまっ

ておくこと〔になっていた〕。阿難長老は、その日、大蔓草型装身具を見つけて尊師に

「大徳よ、ヴィサーカーが装身具を忘れて行きました」と告げた。〔釈尊は〕「阿難よ、

片付けておきなさい」と〔指示した〕。長老はその装身具を持ち上げ、梯子の段にかけて

おいた。

D visAkhA suppiyAya saddhiM “Agantuka-gamika-gilAnAdInaM kattabbayuttakaM 

jAnissAmI” ti antovihAre vicari. tA pana upAsikAyo antovihAre disvA 
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sappimadhutelAdIhi atthikA pakatiyA daharA ca sAmaNerA ca thAlakAdIni gahetvA 

upasaGkamanti. tasmim pi divase tathF eva kariMsu.　

　　またヴィサーカーはスッピヤー（1）とともに、「客来比丘と遠行比丘の病んでいる者た

ちに対してなされるに相応しいことを知りましょう」といって精舎内を回っていた。そう

して彼女ら優婆夷を精舎内で見ると、酥や蜜や油などを求める新参の比丘や沙弥らが、お

のずと小鉢などを持って近づいてくるのである。その日も彼らは同様にしていた。

（1）スッピヤーは看病者第一といわれる優婆夷である（AN.　vol.Ⅰ　　p.26）。
D athF ekaM gilAnaM bhikkhuM disvA suppiyA “kenF attho ayyassA” ti pucchitvA 

“paTicchAdanIyenA” ti vutte, “hotu ayya pesessAmI” ti dutiyadivase kappiyaM 

alabhantI attano UrumaMsena kattabbakiccaM katvA puna satthari pasAdena 

pakatikasarIra va ahosi.　

　　その時、スッピヤーがひとりの病気の比丘を見て、「聖者様には何がご入用でしょうか？」

と伺ったところ、「肉汁です」と言われ、「はい聖者様、私がお送りさせましょう」と

〔言って〕、あくる日に浄食（1）を得ることができず、自分の腿の肉でなすべき義務をな

したが（2）、尊師に対する浄信によって再びまったく本来の身体となった。

（1）原語 kappiya.ここでは律に許される正しい方法で獲得される食事のことを意味しする。こ

の比丘のために新たに動物を殺して肉を得たのでは布施できない肉になってしまうため、

すでに死んでいる動物の肉が必要である。それが得られなかったのである。Vinaya 
Bhesajjakkhandhaka（vol.Ⅰ　　p.217）では「既存の肉」（pavattamaMsa）と明記されて

いる。

（2）スッピヤーは自身の腿の肉を切りとって布施した。Vinaya Bhesajjakkhandhaka（vol.Ⅰ　
　p.216）参照。ただしここでは舎衛城ではなく、バーラーナシーにおいてのこととされて

いる。AN.-A.（vol.Ⅰ　　p.269）でもスッピヤーはバーラーナシーの人とされる。舎衛城で
登場するこの DhA.の記事は特殊であろう。

DvisAkhApi gilAne ca dahare ca oloketvA aJJena dvArena nikkhamitvA vihArUpacAre 

ThitA, “amma pasAdhanaM Ahara pasAdhessAmI” ti Aha. tasmiM khaNe sA dAsI 

pammussitvA nikkhantabhAvaM JatvA, “ayye, pamuTThF amhI” ti Aha. “tena hi gantvA 
gaNhitvA ehi, sace pana mayhaM ayyena Anandattherena ukkhipitvA aJJasmiM ThAne 

ThapitaM hoti, mA AhareyyAsi, ayyassF eva mayA pariccattan” ti. jAnAti kira sA 

kulamanussAnaM pamuTThabhaNDakaM thero paTisAmetI ti, tasmA evam Aha.　

　　ヴィサーカーも病気の比丘と新参の比丘らを見回ってから、〔入ったのとは〕別の門か

ら出て、精舎の近辺で立ち止まり、「おまえ、装身具を出しなさい。身に着けるから」と

言った。その瞬間に、その下女は忘れて出てきたことに気づき、「大姉よ、私は忘れまし

た」と言った。〔ヴィサーカーは〕「そういうことなら、行ってとってきなさい。しかし

もし、私の聖なる阿難長老がとりあげて別の場所に置いていたら、〔それは〕私が〔阿難〕

聖者に捨施したことになるので持ってきてはいけません」と〔言った〕。ヴィサーカーは、

良家の人が忘れた財物を阿難長老がしまっておくことを知っていたので、それゆえこのよ

うに言ったのだそうだ。

D thero pi taM dAsiM disvA va “kimatthaM AgatAsI” ti pucchitvA, “ayyAya me 

pasAdhanaM pammussitvA gatF amhI” ti vutte, “etasmiM me sopAnapasse ThapitaM, 
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gaccha naM gaNhA” ti Aha. sA “ayya tumhAkaM hatthena AmaTThabhaNDakaM 

mayhaM [412] ayyAya anAharaNIyaM katan” ti vatvA tucchahatthA va gantvA, “kiM, 

ammA” ti visAkhAya puTThA tam atthaM Arocesi. “amma, nAhaM mama ayyena 

AmaTThabhaNDakaM pilandhissAmi. pariccattaM mayA ayyAnaM pana paTijaggituM 

dukkhaM taM vissajjetvA kappiyabhaNDaM upanessAmi, gaccha naM AharAhI” ti. sA 
gantvA Ahari. visAkhA taM apilandhitvA kammAre pakkosApetvA agghApesi: tehi “nava 
koTiyo agghati, kArApaNikaM pana satasahassan” ti vutte pasAdhanaM yAne 

ThapApetvA “tena hi naM vikkiNathA” ti Aha.　
　　また阿難長老はその下女を見るや否や、「何のために戻って来たのですか」と尋ねて、

〔下女が〕「私の大姉の装身具を忘れて行ってしまいました」と答えると、「私が梯子の

段に置きました。さあ、持って行きなさい」と言った。その下女は「聖者様、私の大姉は

あなた様の手が触れた財物は持ってきてはいけないものとしました」と言って、空手で去

り、「おまえ、どうだった？」とヴィサーカーに聞かれると事の顛末を告げた。〔ヴィサー

カーは〕「おまえ、私は私の聖者が触れた財物を〔もはや〕身に着けません。私は捨施し

ますが、聖者たちには管理が大変なそれを〔一度〕手放させて、浄物として与えよう。さ

あ、それを持ってきなさい」と言った。下女は行ってとって来た。ヴィサーカーはそれを

身に着けることなく、金属細工職人を呼ばせて、鑑定させた。職人に「９億金に価します。

職人の技術料は10万金です」と言われて、装身具を車に置かせて「それならこれを売っ

てください」と言った。

D tattakaM dhanaM datvA gaNhituM na koci sakkhissati, taJ ca pasAdhanaM 

pasAdhetuM anucchavikA itthiyo nAma dullabhA. pathavimaNDalasmiM hi tisso va 

itthiyo mahAlatApasAdhanaM labhiMsu: visAkhA mahAupAsikA, bandhulamalla- 

senApatissa bhariyA mallikA, bArANasIseTThino dhItA ti.　

　　それほどの財を払って買えるものは誰もいないだろう。その装身具を身に着けるにふさ

わしい女は得難い。なぜならこの地上で大蔓草型装身具を得たのは３人の女だけだからで

ある。大優婆夷ヴィサーカー、マッラ国の将軍バンドゥラの妻マッリカー（1）、バーラー

ナシー長者の娘（2）の３人である。

（1）DhA.（vol.Ⅰ　　p.349）参照。
（2）名前が欠落していると思われる。異読（カンボージャの断片写本）に‘dhItA upallavaNNA’

とするものがある。今は採用せず不明とする。

D tasmA visAkhA sayam eva tassa mUlaM datvA satasahassAdhikA navakoTiyo sakaTe 

AropetvA vihAraM netvA satthAraM vanditvA, “bhante mayhaM ayyena 

Anandattherena mama pasAdhanaM hatthena AmaTThaM, tena AmaTThakAlato paTThAya 

na sakkA taM mayA pilandhituM, taM pana vissajjetvA kappiyaM upanessAmI ti 

vikkiNApentI aJJaM gaNhituM samatthaM adisvA aham evF assa mUlaM gAhApetvA 

AgatA, catUsu paccayesu katarapaccaye upanAmemi bhante” ti. pAcInadvAre saGghassa 
[413] vasanaTThAnaM kAtuM te yuttaM visAkhe ti. “yuttaM, bhante” ti visAkhA 

tuTThamAnasA navakoTIhi bhUmim eva gaNhi, aparAhi navakoTIhi vihAraM kAtuM 

Arabhi.　
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　　それゆえヴィサーカーは自分でその装身具の代価を出し、９億と 10万金を荷車に載せ

て、精舎に導き、尊師に礼拝してから、「大徳よ、私の聖者阿難長老が私の装身具に手で

触れました。それゆえ、触れられた時から以降、私はそれを身に着けることができません。

それならこの装身具を手放して浄物として布施しようと、売りに出しておりましたが、他

に買い取ることができる人が見つからず、私がこの代価を払ってやってきました。大徳よ、

〔衣・食・住・薬の〕四資具の中、私はいずれの資具を布施すればよいでしょうか」と

〔伺った〕。〔釈尊は〕「ヴィサーカーよ、東門にサンガの居処を作るのがあなたに相応

しい」と〔答えた〕。ヴィサーカーは「はい、大徳よ」と〔答えて〕満足し、〔その〕９

億金で土地だけを買い、さらに９億金を出資して精舎を建立し始めた。

D athF ekadivasaM satthA paccUsasamaye lokaM volokento devalokA cavitvA 

bhaddiyanagare seTThikule nibbattassa bhaddiyassa nAma seTThiputtassa upanissaya- 

sampattiM disvA anAthapiNDikassa gehe bhattakiccaM katvA uttaradvArAbhimukho 

ahosi. pakatiyApi satthA visAkhAya gehe bhikkhaM gaNhitvA dakkhiNadvArena 

nikkhamitvA jetavane vasati, anAthapiNDikassa gehe bhikkhaM gahetvA 

pAcInadvArena nikkhamitvA pubbArAme vasati. uttaradvAraM sandhAya gacchantaJ 

Jeva bhagavantaM disvA, ‘cArikaM pakkamissatI’ ti jAnanti.　
　　それからある日、尊師が早朝時に世界を観察されていると、天界から死没してバッディ

ヤ市に住む長者の家に生を結んだバッディヤという名の長者子に機根の成就を見て、給孤

独の家で食事をしてから、北門に向った。──本来、尊師はヴィサーカーの家で施食を得

た場合は南門から出て祇園（精舎）に住し、アナータピンディカの家で施食を得た場合は

東門から出て東園に住する習慣であった。〔だから〕人々は北門に向って進まれる世尊を

見ると「遊行に出られるのであろう」と理解した。

D visAkhApi taM divasaM “satthA uttaradvArAbhimukho gato” ti sutvA va vegena 

gantvA vanditvA Aha: “cArikaM gantukAmF attha bhante” ti. “Ama, visAkhe” ti. 

“bhante, ettakaM dhanaM pariccajitvA tumhAkaM vihAraM kAremi, nivattatha, 

bhante” ti. “anivattigamanaM idaM visAkhe” ti.　
　　ヴィサーカーもその日、「尊師が北門に向って行かれた」と聞くと、急いで行って礼拝

し、「大徳よ、遊行をお望みですか」と〔伺った。すると釈尊は〕「そうだ。ヴィサーカー

よ」と〔答えられ、ヴィサーカーは〕「大徳よ、これほどの財を捨施して、あなた様の精

舎をつくらせているのです。大徳よ、どうかお戻りください」と〔お願いしたが、釈尊は〕

「ヴィサーカーよ、これは不退の遊行なのだ」と〔言われた〕。

D sA “addhA ettha hetusampannaM kiJci passati bhagavA” ti cintetvA, “tena hi 

bhante mayhaM katAkatavijAnanakaM ekaM bhikkhuM nivattetvA gacchathA” ti Aha. 
“yaM rocesi tassa [414] pattaM gaNha visAkhe” ti. sA kiJcApi AnandattheraM 

piyAyati, “mahAmoggallAnatthero iddhimA, etaM me nissAya kammaM lahuM 

nippajjissatI” ti pana cintetvA therassa pattaM gaNhi. thero satthAraM olokesi, satthA 

“tava parivAre(1) paJcasate bhikkhU gahetvA nivatta moggallAnA” ti Aha. so tathA 

akAsi.　
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（1）底本は parivAroとするが、誤植であろう。

　　彼女は「きっと世尊は理由になる何かを知っておられる」と考えて、「そういうことで

したら、大徳よ、なすべきこととなすべからざることをわきまえた比丘を一人残されて出

発してください」と言った。釈尊は「ヴィサーカーよ、あなたの好む比丘の鉢を取りなさ

い」と言った。ヴィサーカーは阿難長老が好きではあったが、「大目連長老は神通者だ。

この御方の助けで私の仕事は速やかに完成するでしょう」と考えて、〔目連〕長老の鉢を

取った。〔目連〕長老は尊師を見た。尊師は「モッガッラーナよ、あなたの従者の500

人の比丘を連れて戻りなさい」と言った。長老はそのようにした。

D tassAnubhAvena paJJAsa-saTThiyojanAni pi rukkhatthAya ca pAsANatthAya ca gatA 

mahante rukkhe ca pAsANe ca gahetvA taM divasaM eva Agacchanti, nF eva sakaTe 

rukkhe ca pAsANe ca AropentA kilamanti, na akkho bhaJjati, na cirassF eva 

dvebhUmakapAsAdaM kariMsu. heTThAbhUmiyaM paJca gabbhasatAni, uparibhUmiyaM 

paJca gabbhasatAni gabbhasahassapaTimaNDito pAsAdo ahosi. satthA navahi mAsehi 

cArikaM caritvA puna sAvatthiM agamAsi. visAkhAya pi pAsAde kammaM navahi eva 

mAsehi niTThitaM. pAsAdakUTaM ghanakoTTimarattasuvaNNena saTThiudakaghaTa- 

gaNhana[415]kaM kAresi.　

　　目連長老の威神力によって、〔人々は〕50、60ヨージャナもの距離を木材と石材をと

りに行き、大木と大石を得てその日のうちに帰り、荷車に木と石を載せているのに疲れを

知らず、車軸が折れることもなく、久しからずして二階建ての高楼を作った。〔それは〕

下階に500の房、上階にも500の房、〔合わせて〕千の房に飾られた高楼であった。尊

師は９ヶ月間遊行してから再び舎衛城に趣いた。ヴィサーカーの講堂の建築作業もちょう

ど９ヶ月で完成し、〔ヴィサーカーは仕上げに〕厚く平らに打たれた赤金で講堂の尖塔を

作らせそこに60個の水瓶を収納した（1）。

（1）火災に備える設備であろうか。

D “satthA jetavanavihAraM gacchatI” ti ca sutvA paccuggamanaM katvA satthAraM 

attano vihAraM netvA paTiJJaM gaNhi: “bhante, imaM catumAsaM bhikkhusaGghaM 

gahetvA idhF eva vasatha pAsAdaM ahaM karissAmI” ti. satthA adhivAsesi. sA tato 

paTThAya buddhapamukhassa bhikkhusaGghassa vihAre eva dAnaM deti.　

　　〔ヴィサーカーは〕「尊師が祇園精舎に赴かれる」と聞き、出迎えて、尊師を自分の精

舎に案内し、「大徳よ、どうかこの４ヶ月間、比丘サンガを連れてここに住してください

ますよう。私が作っております講堂ももうすぐ完成しますので」といって同意をとりつけ

た。尊師は承諾した。彼女はそれ以後、仏陀を上首とする比丘サンガに対して、まさにそ

の精舎において布施を施した。

DathF assA ekA sahAyikA sahassagghaNakaM ekaM vatthaM AdAya AgantvA, “sahAyike 
ahaM imaM vatthaM tava pAsAde bhummattharaNasaGkhepena attharitukAmA 

attharaNaTThAnaM me AcikkhathA” ti Aha. “sahAyike sace tyAhaM ‘okAso natthI’ ti 

vakkhAmi, tvaM ‘me okAsaM adAtukAmA’ ti maJJissasi, sayam eva pAsAdassa dve 

bhUmiyo gabbhasahassaJ ca oloketvA attharaNaTThAnaM jAnAhI” ti,　
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　　それからヴィサーカーの一人の女ともだちが、千金に価する１枚の布を持ってきて、

「友よ、私はこの布を、あなたの講堂にカーペットとして敷きたいのだけれど、私が〔ど

こに敷いたらよいか〕敷く場所を示してください」と言った。〔ヴィサーカーは〕「友よ、

もし私があなたに『敷く場所は〔もう〕ありません』と言ったら、あなたは『ヴィサーカー

は私に場所を与えたくないのだ』と思うでしょうから、あなたはご自身で講堂の２つの階

の千の房を見回って、敷く場所を決めてください」と〔言った〕。

D sA sahassagghanakaM vatthaM gahetvA tattha vicarantI tato appataramUlaM 

vatthaM adisvA(1) “nAhaM imasmiM pAsAde puJJabhAgaM labhAmI” ti 

domanassappattA ekasmiM ThAne rodantI aTThAsi. atha naM Anandatthero disvA, 

“kasmA rodasI” ti pucchi. sA tam atthaM Arocesi. thero “mA cintayi, ahaM te 

attharaNaTThAnaM AcikkhissAmI” ti vatvA, “sopAnapAdadhovanantare 
pAdapuJchanakaM katvA attharAhi; bhikkhU pAde dhovitvA paThamaM tattha 

puJ[416]chitvA anto pavisissanti, evaM tava mahapphalaM bhavissatI” ti Aha. 

visAkhAya kira taM asallakkhitaTThAnaM.　
（1）底本には disvAとする。ビルマ版により adisvAに訂正する。

　　彼女は千金に価する布を持って、そこを歩き回っていたが、〔どこにも高価な布がすで

に敷いてあって〕それ（自分の布）より安価な布が見つからず、「私はこの高楼で功徳の

配分にあずかれない」と憂いを得て、ある場所で泣いていた。その時、阿難長老が彼女を

見て「なぜ泣くのか」と尋ねた。彼女は顛末を告げた。長老は「思い悩むことはない。私

があなたに敷く場所を示してあげよう」と言って、「あなたは梯子と足洗場の間に、足拭

きとして敷いてください。諸比丘は足を洗った後にまずそこで〔足を〕拭いてから中に入

るでしょう。このようにすればあなたに大果があるでしょう」と言った。──そこはヴィ

サーカーが見逃した場所であったそうだ。

D visAkhA cattAro mAse antovihAre buddhapamukhassa bhikkhusaGghassa dAnaM 

adAsi, osAnadivase bhikkhusaGghassa cIvarasATake adAsi. saGghanavakena 

laddhacIvara- sATakA sahassaM agghiMsu. sabbesaM pattAni pUretvA bhesajjaM adAsi. 

dAnapariccAgena nava koTiyo agamaMsu. iti vihArassa bhUmigahaNe nava koTiyo, 

vihArakArApaNe nava vihAramahe navA ti sabbA pi sattavIsati koTiyo buddhasAsane 

pariccaji. itthattabhAve ThatvA micchAdiTThikassa gehe vasamAnAya evarUpo pariccAgo 

nAma aJJassA natthi.　

　　ヴィサーカーは４ヶ月の間、精舎内で、仏陀を上首とする比丘サンガに布施を施し、最

後の日（自恣の日）に、比丘サンガに衣の布地を施した。サンガの新参者が得た衣の布地

は千金に価した。鉢を満たして全員に薬を施した。布施の費用で９億金が出費された。こ

のようにして、精舎の地所を得るのに９億金、精舎の建立に９〔億金〕、精舎の落慶式に

９〔億金〕で、合計で27億金を仏教に捨施した。女性の身にあって、邪見の者の家に住

みながら、このような捨施を行ったものは他にはいない。

D sA vihAramahassa niTThitadivase vaDDhamAnakacchAyAya puttanattaparivutA “yaM 

mayA pubbe patthitaM sabbaM me matthakaM pattan” ti pAsAdaM anuparigacchantI 
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paJcahi gAthAhi madhurasaddena imaM udAnaM udAnesi:

“kadAhaM pAsAdaM rammaM sudhAmattikalepanaM

vihAradAnaM dassAmi, saGkappo mayha pUrito.

kadAhaM maJcapIThaJ ca, bhisibimbohanAni ca

senAsanabhaNDaM dassaM, saGkappo mayha pUrito.

[417] kadAhaM salAkabhattaM, sucimaMsUpasecanaM

bhojanadAnaM dassAmi, saGkappo mayha pUrito.

kadAhaM kAsikavatthaM, khomakappAsikAni ca

cIvaradAnaM dassAmi, saGkappo mayha pUrito.

kadAhaM sappinavanItaM, madhu telaJ ca phANitaM

bhesajjadAnaM dassAmi, saGkappo mayha pUrito” ti.　
　　彼女は精舎の落慶式が終了した日に、夕闇が迫る中、子と孫に囲まれて、「私が以前に

望んだことのすべてが、私にこれ以上はない仕方でかなった」ということで、講堂を歩き

回りながら、５偈をもって、甘い声で、この感興語を発した。

　いつ私は、漆喰と粘土を塗った美しい講堂を、精舎の布施として施すであろうかとい

う私の思いは満たされた。

　いつ私は、臥床・椅子と敷布・枕とを、臥坐具として施すであろうかという私の思い

は満たされた。

　いつ私は、籌食を、浄肉のふるまいを、食事の布施として施すであろうかという私の

思いは満たされた。

　いつ私は、カーシ産の布と、麻布・綿布とを、衣の布施として施すであろうかという

私の思いは満たされた。

　いつ私は、酥、生酥、蜜、油、糖を、薬の布施として施すであろうかという私の思い

は満たされた。

D bhikkhU tassA saddaM sutvA satthu ArocayiMsu: “bhante amhehi ettake addhAne 

visAkhAya gAyanaM nAma na diTThapubbaM, sA ajja puttanattaparivutA gAyamAnA 

pAsAdaM anupariyAti, kiM nu kho assA pittaM kupitaM udAhu ummattikA jAtA” ti. 
satthA “na bhikkhave mayhaM dhItA gAyati, attano panF assA ajjhAsayo paripuNNo, sA 

‘patthitapatthanA me matthakaM pattA’ ti tuTThamAnasA udAnaM udAnentI vicaratI” 
ti vatvA, “kadA pana bhante tAya patthanA patthitA” ti, “suNissatha bhikkhave” ti, 
“suNissAma bhante” ti vutte atItaM Ahari:　

　　諸比丘は、彼女の声を聞いて、尊師に「大徳よ、私たちはこれまでの間、ヴィサーカー

が歌うのなんて見たことがありませんでした。今日、彼女は子と孫に囲まて、歌いながら

講堂を歩き回っています。彼女の胆汁が乱れたのでしょうか、それとも彼女に狂気が生じ

たのでしょうか」と告げた。尊師は「比丘たちよ。私の娘は歌っているのではなくして、

彼女は自身の願望を満たしたので、『かけた願いが私にこれ以上はない仕方でかなった』

と満足し、感興語を発しながら歩き回っているのだ」と言った。「大徳よ、それならば何

時、彼女は願いをかけたのでしょうか」と〔諸比丘が問うと〕、「比丘たちよ、聞きなさ
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い」と〔呼びかけた〕。「はい、拝聴します、大徳よ」と〔諸比丘が答えると〕、〔尊師

は〕過去のことを語り始めた。……

A sA ekadivasaM nagare nakkhattasamaye vattante “antonagare guNo natthI” ti 

dAsIhi parivutA satthu dhammakathaM sotuM gacchantI “buddhAnaM santikaM 

uddhatavesena gantuM ayuttan” ti mahAlatApasAdhanaM omuJcitvA dAsiyA hatthe 

datvA satthAraM upasaMkamitvA abhivAdetvA ekamantaM nisIdi. satthA 

dhammakathaM kathesi. sA dhammadesanApariyosAne dasabalaM vanditvA 

nagarAbhimukhA pAyAsi. sA pi dAsi attanA gahitapasAdhanassa ThapitaTThAnaM 

asallakkhetvA gacchantI pasAdhanatthAya paTinivatti.　

　　ヴィサーカーはある日、都でお祭りがあった時に、「都の中には徳がない」といって、

下女らに囲まれて、尊師の法話を聞きに行き、「諸仏のもとに浮ついた装いで行くのはよ

ろしくない」と〔考え〕、大蔓草型装身具をはずして、下女に手渡し、尊師に近づいて礼

拝し、一方に坐った。尊師は法話を説いた。〔ヴィサーカーは〕法の説示が終わると、十

力者に礼拝してから都に向って出発した。けれどもその下女は、自ら預かった装身具を置

いた場所に目もくれずに〔忘れて〕行ってしまい、装身具のために再び戻ることになった。

A atha naM visAkhA “kahaM pana te taM Thapitan” ti paTipucchi. 

“gandhakuTipariveNe ayye” ti. “hotu je gantvA Ahara, gandhakuTipariveNe 

ThapitakAlato paTThAya AharApanaM nAma amhAkaM ayuttaM, tasmA taM vissajjetvA 

daNDakammaM karissAma, tattha pana Thapite ayyAnaM palibodho hotI” ti.　
　　その時（下女に装身具を取りに行かせる時）、ヴィサーカーは下女に「おまえはそれを

どこに置き忘れたの？」と訊ね、〔下女が〕「香房（釈尊の部屋）です。大姉よ」と〔答

えたので〕、「そうですか、さあ、行って取ってきなさい。香房に一度置いてしまったか

らには、〔本当は〕取ってくるなんてことは私たちにとってよくないのだけれど、香房に

置いておくと聖者たちの障碍になるでしょうから、〔取ってきた後で〕私たちはその装身

具を手放して償いをしましょう」と〔下女に言った〕。

A punadivase satthA bhikkhusaMghaparivuto visAkhAya nivesanadvAraM sampApuNi. 

nivesane ca nibaddhapaJJattAni AsanAni. visAkhA satthu pattaM gahetvA satthAraM 

gehaM pavesetvA paJJattAsanesu yeva nisIdApetvA katabhattakicce satthari taM 

pasAdhanaM AharitvA satthu pAdamUle nikkhipitvA “idaM bhante tumhAkaM dammI” 
ti Aha. satthA “alaMkAro nAma pabbajitAnaM na vaTTatI” ti paTikkhipi. “jAnAmi 

bhante, ahaM pana imaM agghApetvA dhanaM gahetvA tumhAkaM 

vasanagandhakuTiM kAressAmI” ti. tadA satthA adhivAsesi.　
　　翌日、尊師は比丘サンガに囲まれて、ヴィサーカーの家の門に到来した。家には常に設

けられている席があった。ヴィサーカーは尊師の鉢を取って、尊師を家に招き入れ、設け

られていた席に坐ってもらい、尊師が食事を終えると、その装身具を取り出して、尊師の

足もとに置いて、「大徳よ、これをあなた様に差し上げます」と言った。尊師は「装飾品

は出家者には不適当です」と拒絶した。〔ヴィサーカーは〕「大徳よ、わかりました。そ

れでは私はこれを鑑定させて財を得て、あなた様の住まわれる香室を作らせましょう」と
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〔言った〕。その時、尊師は承諾した。

A sA pi naM agghApetvA navakoTidhanaM gahetvA gabbhasahassapaTimaNDite 

pubbArAmavihAre tathAgatassa vasanagandhakuTiM kAresi. visAkhAya pana nivesanaM 

pubbaNhasamaye kAsAvapajjotaM isivAtapaTivAtam eva hoti. anAthapiNDikassa gehe 

viya tassA pi gehe sabbabhattAni paTiyattAnF eva ahesuM. sA pubbaNhasamaye 

bhikkhusaMghassa AmisasaMgahaM katvA pacchAbhatte bhesajjAni cF eva 

aTThavidhapAnakAni ca gaNhApetvA vihAraM gantvA bhikkhusaMghassa datvA pacchA 

satthu dhammadesanaM sutvA Agacchati. satthA aparabhAge upAsikAyo paTipATiyA 

ThAnantaresu Thapento visAkhaM migAramAtaraM dAyikAnaM aggaTThAne ThapesI ti.　

　　彼女はそれを鑑定させて、９億金を得て、千の房に飾られた東園精舎に、如来の住まわ

れる香室を作らせた（1）。またヴィサーカーの家は午前中には袈裟衣で輝き、風に押し流

されない聖者のそよ風がただよった（2）。給孤独の家と同様に、彼女の家にもありとあら

ゆる食が用意されていた。彼女は、午前中には比丘サンガに〔食や資具の〕物資の援助を

なし、食後には薬と８種の飲物を人にもたせて精舎に行って比丘サンガに施した後、尊師

の説法を聞いて帰った。尊師は、後に優婆夷たちの順位を定めて、ヴィサーカー・ミガー

ラマーターを施与者第一の位に置いた。

（1）ここでいう香室は、鹿子母講堂を意味しているのであろう。

（2）kAsAvapajjotaM isivAtapaTivAtam eva hoti.この箇所の訳出については『ジャータカ全集

４』春秋社、1988 年の p.146 及び該当箇所の注釈 p.311（松村恒氏担当）を参照した。

［22］ヴィサーカーの過去世における功績：DhA.（vol.Ⅰ　p.417,l.16~p.420,l.7）；
AN.-A.（vol.Ⅰ　p.404,l.20~p.405,l.10）
D “bhikkhave ito kappasatasahassamatthake padumuttaro nAma buddho loke 

nibbatti, tassa vassasatasahassaM Ayu ahosi, khINAsavAnaM satasahassaM parivAro, 

nagaraM haMsavatI nAma, pitA sunando nAma rAjA, mAtA sujAtA nAma devI.　

　　比丘たちよ、今より 10万劫前にパドゥムッタラという名の仏陀（1）が世に出現した。

彼には10万年の寿命があり、10万人の漏尽者を従者とし、その都はハンサヴァティーと

いう名であり、父親はスナンダ王であり、母親はスジャーター王妃であった。

（1）パドゥムッタラ仏はディーパンカラ仏から数えて 10番目の釈尊から遡ること 10万劫前の

仏陀。

D tassa aggUpaTThAyikA upAsikA aTTha vare yAcitvA mAtiTThAne ThatvA satthAraM 

catUhi paccayehi paTijaggati, sAyapAtaM upaTThAnaM gacchati, tassA ekA sahAyikA 

tAya saddhiM nibaddhaM vihAraM gacchati. sA satthArA saddhiM vissAsena kathanaJ 

ca vallabhabhAvaJ ca disvA ‘kiM nu kho katvA evaM buddhAnaM vallabhA hontI’ ti 
cintetvA satthAraM pucchi: ‘bhante esA itthI tumhAkaM kiM hotI’”ti. 
“upa[418]TThAyikAnaM aggA” ti. “bhante kiM katvA upaTThAyikAnaM aggA hontI” ti 
“kappasatasahassaM patthanaM patthetvA” ti. “idAni patthetvA laddhuM sakkA 

bhante” ti. “Ama sakkA” ti. “tena hi bhante bhikkhusatasahassehi saddhiM sattAhaM 

mayhaM bhikkhaM gaNhathA” ti Aha. satthA adhivAsesi.　
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　　彼の第一の侍者優婆夷は、８願を請い、〔舅の〕母親の立場に立ち、四資具をもって尊

師のお世話をし、朝夕に仕えに行った。彼女の一人の女ともだちがいつも彼女と一緒に精

舎に行っていた。その女ともだちは、彼女が尊師と親しく語り合い、愛されている様を見

て、「いったい何をすれば人はこのように諸仏に愛されるのだろう」と考えて、尊師に

「大徳よ、この女はあなた様の何ですか」と訊ねた。〔尊師が〕「彼女は女侍者の中の第

一人者である」と〔答えると、彼女は〕「大徳よ、人は何をすれば女侍者の中の第一人者

になれるのでしょうか」と〔訊き、尊師が〕「10万劫の間、願いをかけて」と〔答える

と、彼女は〕「大徳よ、今願えば、〔私も〕そうなれるでしょうか」と〔訊ねた。尊師が〕

「はい、なれます」と〔答えると、彼女は〕「そういうことであれば、大徳よ、10万人

の比丘とともに７日間、私の施食をお受けください」と言った。尊師は承諾された。

D sA sattAhaM dAnaM datvA osAnadivase cIvarasATake datvA satthAraM vanditvA 

pAdamUle nipajjitvA “bhante nAhaM imassa dAnassa phalena devissariyAdInaM 

aJJataraM patthemi, tumhAdisassa panF ekassa buddhassa santike aTTha vare 

labhitvA mAtiTThAne ThatvA catUhi paccayehi paTijaggituM samatthAnaM aggA 

bhaveyyan” ti patthanaM patthesi.　

　　彼女は、７日間にわたって布施を施し、最後の日（7日目）に衣の布地を施してから尊

師に礼拝し、足もとにひれ伏して、「大徳よ、この布施の果によって、私は〔帝釈天の〕

神々を統べる主権などは選びません。私はあなた様と同様の一人の仏陀のもとで、８願を

許され、〔舅の〕母親の立場に立ち、四資具をもってお世話することができる者たちの中

で第一人者になれますように」と願いをかけた。

D satthA “samijjhissati nu kho imissA patthanA” ti anAgataM Avajjento kappasata- 

sahassaM oloketvA “kappasatasahassapariyosAne gotamo nAma buddho upajjissati, 

tadA tvaM visAkhA nAma upAsikA hutvA tassa santike aTTha vare labhitvA mAtiTThAne 

ThatvA catUhi paccayehi paTijaggantAnaM upaTThAyikAnaM aggA bhavissasI” ti Aha,　
　　尊師は「はたしてこの女の願いはかなうであろうか」と考え、未来に傾注して 10万劫

〔未来まで〕を観察し、「10万劫を過ぎたところでゴータマという仏陀が出現し、その

時にあなたはヴィサーカーという名の優婆夷になって、その仏のもとで８願を許され、

〔舅の〕母親の立場に立ち、四資具をもってお世話をする女侍者たちの中の第一人者にな

るでしょう」と言った。

DtassA sA sampatti sveva laddhabbA viya ahosi, sA yAvatAyukaM puJJaM katvA tato 

3cutA devaloke nibbattitvA devamanussesu saMsarantI kassapasammAsambuddhassa 

kAle kikissa kAsiraJJo sattannaM dhItAnaM kaniTThA saGghadAsI nAma hutvA 

parakulaM agantvA tAhi bhaginIhi saddhiM dIgharattaM dAnAdIni puJJAni katvA 

kassapasammA-sambuddhassa pAdamUle pi “anAgate tumhAdisassa buddhassa 

mAtiTThAne ThatvA catupaccayadAyikAnaM aggA bhaveyyan” ti patthanaM akAsi. tato 

paTThAya pana devamanussesu saMsarantI imasmiM attabhAve meNDakaseTThi 

[419]puttassa dhanaJjayaseTThino dhItA hutvA nibbattA mayhaM sAsane bahUni 

puJJAni akAsi.　
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　　彼女には、その〔願いの〕成就がまるで明日にも得られるように思えたので、彼女は生

涯善を行い、そこから死没すると天界に生を結び、天界と人間界〔だけ〕を輪廻しながら

〔畜生道以下には再生せず〕、カッサパ正等覚者の時代に、カーシ国のキキ王の７人娘の

末娘でサンガダーシーという名のものになり、嫁がずに、姉たちとともに長時にわたって

布施などの善を行い、〔パドゥムッタラ仏の足もとにおいてと同様に〕カッサパ正等覚者

の足もとにおいても、「未来に、〔舅の〕母親の立場に立ち、あなた様と同様の仏陀に対

して四資具を布施する者の第一人者になれますように」と願った。それ以後も、彼女は天

界と人間界〔だけ〕を輪廻し、今生においてメンダカ長者の息子のダナンジャヤ長者の娘

として生を結び、私の教えにおいて多くの善を行った。

Diti kho bhikkhave na mayhaM dhItA gAyati(1), patthitapatthanAya pana nipphattiM 

disvA udAnaM udAnesI” ti vatvA satthA dhammaM desento, “bhikkhave yathA nAma 

cheko mAlAkAro nAnApupphAnaM mahantaM rAsiM katvA nAnappakAre mAlAguNe 

karoti, evam eva(2) visAkhAya nAnappakArAni kusalAni kAtuM cittaM namatI” ti vatvA 
imaM gAtham Aha:

 “yathA pi puppharAsimhA(3) kayirA mAlaguNe bahU,

evaM jAtena maccena kattabbaM kusalaM bahun” ti.（Dh.　v.53）
　　（語釈略）

　　desanAvasAne bahU sotApannAdayo ahesuM, desanA mahAjanassa sAtthikA jAtA ti.　
（1）底本は gAyatI tiとするが、異読を採用し、tiを削除する。

（2）底本は evam evaMとするが異読により evam evaに訂正する。

（3）底本は pupparAsimhAとするが、誤植であろう。

　　……「このように、比丘たちよ、私の娘は歌ったのではなく、かけた願いがかなったの

を見て、感興語を発したのだ」と〔物語を〕語り終えてから、尊師は法を示しつつ「比丘

たちよ、賢い花環作り師が種々の花をたくさん集めてからいろいろな種類の花環を作るよ

うに、まさにそのようにヴィサーカーの心は、いろいろな種類の善をなすことに向かう」

と言って、この偈を誦した。

　たくさんの花から多くの花環が作られるように、

　死すべきもの（人間）は、生まれたからには多くの善をなすべし。

　説示の終わりに大勢が預流果などを獲得した。説示は大衆にとって有意義なものとなった。

A dutiye dAyikAnan ti dAnAbhiratAnaM upAsikAnaM visAkhA migAramAtA aggA ti 

dasseti.

sA kira padumuttarabuddhakAle haMsavatiyaM kulagehe nibbattitvA aparabhAge 

satthu dhammadesanaM suNantI satthAraM ekaM upAsikaM dAyikAnaM aggaTThAne 

ThapentaM disvA adhikArakammaM katvA taM ThAnantaraM patthesi. sA kappasata- 

shassaM devamanussesu saMsaritvA kassapabuddhakAle kikissa kAsiraJJo gehe 

sattannaM bhaginInaM sabbakaniTThA hutvA nibbatti. tadA hi

samaNI samaNaguttA ca bhikkhunI bhikkhadAyikA

dhammA cF eva sudhammA ca saMghadAsI ca sattimA ti

imA satta bhaginiyo ahesuM. tA etarahi

【5】ヴィサーカー・ミガーラマーターの詳細な伝記



khemA uppalavaNNA ca patAcArA ca gotamI

dhammadinnA mahAmAyA visAkhA cF eva sattamI

evaMnAmA hutvA nibbattA.　

　　（AN.-A.のヴィサーカーの物語の冒頭）第二に、「布施者の〔中の第一〕」とは、布
施を好む優婆夷の中でヴィサーカー・ミガーラマーターが第一であるということを示す。

　　伝え聞くところでは、ヴィサーカーはパドゥッムタラ仏陀の時代に、ハンサヴァティー

市の良家に生を結び、後に尊師の説法を聞きながら、尊師がある優婆夷を施与者第一の位

に置くのを見て〔自身も〕徳行を行い、その位〔に就くこと〕を願った。彼女は10万劫

の間、天界と人間界に〔だけ〕輪廻し、カッサパ仏陀の時代に、カーシ国のキキ王の家に

７人姉妹の末娘として生を結んだ。その時、

　　「サマニー、サマナグッター、ビックニー、ビッカダーイカー、ダンマー、スダンマー、

　サンガダーシーのこれら７人」（1）と、

　これらの７人姉妹があった。これらの７人は今（釈尊の時代）、

　　「ケーマー、ウッパラヴァンナー、パターチャーラー、ゴータミー、ダンマディンナー、

　マハーマーヤー、そして７番目のヴィサーカー」（1）〔と〕、

　このような名前になって生を結んだ。

（1）【2】の［7］、【4】の［10-12］参照
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